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要素のコントロールフレームの使用  

フィーチャーコントロールフレームの使用: イントロダクション 

PC-DMISでは、重要な寸法情報を、フィーチャーコントロールフレーム (FCFs) 
の形式で、測定ルーチン内に挿入することができます。FCFは特別な四角形のボックスで標準GD&
T（幾何寸法及び公差記入法）記号と情報を格納します。FCFを編集ウィンドウに挿入すると、PC
-DMISはグラフィックの表示ウィンドウに実際のフレームを描きます。 

 
要素コントロールフレームの例(FCF1を参照) 

FCF コマンドを挿入するには、[挿入 | 寸法] 
サブメニューをにアクセスし、[旧式の寸法を使用]メニュー項目が選択されていないとを確認し、

適切な寸法を選択します。PC-DMISは寸法に対する[ＧD&T]ダイアログ 
ボックスを表示します。FCFを作成すると、PC-
DMISは寸法情報に従ってそれを測定ルーチンの挿入します。 

注記: 
FCFはには新しいパーツの測定方法が用意されています。以前の寸法算出機能にあったオプション

と同じものがFCFに対しても存在しています([GD&T]ダイアログ 
ボックスの[詳細設定]タブを参照してください)。ただし、旧式の方法で寸法を算出するのを好む場

合、[旧式の寸法を使用]メニュー項目を選択しするとPC-
DMISは旧式の方法で寸法を挿入します。旧式寸法については、「旧式寸法の使用」の章を参照し

てください。 
また、位置、距離、角度、およびケルビンの寸法はASMEおよびISO標準の一部ではないた

め、[旧式の寸法を使用]メニュー項目を選択していなくても常に旧式の寸法を使用して作

成する必要があります。 

本章の内容は次のとおりです： 
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• FCF測定結果の計算について 

• フィーチャーコントロールフレームとは? 

• フィーチャーコントロールフレーム寸法の使用規則 

• フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成 

• 基準面の定義 

• カスタマイズされた基準要素参照フレームの作成 

• 最大物体境界(MMB)および最小実物体境界(LMB)の使用 

• GD&T ダイアログ ボックス 

• フィーチャーコントロールフレームのコマンド ブロック 

• フィーチャーコントロールフレームの三面体 

• 同時評価を行うフィーチャーコントロールフレーム 

• 位置要素の制御フレームの測定結果情報 

• 平行度要素の制御フレームの情報 

• 対称フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成 

• 振れ度要素の制御フレーム測定結果の作成 

• プロファイルの要素コントロールフレームを用いた同一でない公差領域の使用 

• フィーチャーコントロールフレームの報告表 

• 円筒度 

• 真円度 

• 平面性 

• 真直度 

FCF 測定結果の計算について 

PC-DMISとASME Y14.5M-1994 

• PC-DMIS GD&T は ASME (ANSI) Y14.5M-
1994に準拠しています。この規格に対する数学的説明は「ASME Y14.5.1M-1994 



要素のコントロールフレームの使用 

3 

寸法算出および公差の原理についての数学的定義」に記載されています。この規格は ISO 
1101 
と類似しています。主な違いは、対象の要素の偏差を最小化する基準要素の参照フレーム

の候補を検索するのに Y14.5 
が位置度の基準要素適合を必要とすることです。[基準要素に適合] 
チェックボックスを使用してユーザーはこれをオフにすることができます。 

プロファイルの計算 

• バージョン4.2以降では、PC-DMIS Settings 
Editorの[オプション]セクションにあるUseISOCalculationsレジストリを1に設定してプ

ロファイルの最大偏差を2倍にしてレポートできます。この設定はプロファイル(平面度で

はない)のみに有効です。さらに、[GD&T]ダイアログの[詳細設定]タブにある[GD&T標準]
がISO1101に設定された場合、プロファイルは最大偏差を2倍にしてレポートし、形状のみ

のプロファイルはサイズを無視します。 

• PC-DMIS 
2009年及び以上のバージョンには、形状だけを備えたFCF輪郭が寸法を考慮に入れます。

設定エディタのオプションセクションにあるUseSizeForProfileDimensionsと呼ばれ

る新規のレジストリエントリは、旧式の輪郭の寸法向けにv42以前の動作に切り替えるこ

とが可能です。このレジストリエントリはデフォルトでは1(TRUE)であり、PC-
DMIS設定エディタを使用して0(FALSE)に変更する必要があります。0に設定した場合、旧

式の輪郭の形状のみはサイズを無視します。しかし、FCFプロフィールは、常にサイズを

考慮に入れます。 

いくつかの計算上の違い 

• 位置寸法のRN線や旧式の真円度寸法等、旧式の真円度寸法は最小二乗法を使用して計算さ

れます。一方、バージョン4.2以降での真円度(真円度および円筒度)のFCFの寸法は、Y14.
5 基準で要求されるチェビシェフ アルゴリズム (最小/最大) 
を用いて計算されます。算出方法の変化により、真円度および円筒度のFCF寸法は、一般

に、旧式の数値より、わずかに小さい値が算定されます。 

形状の計算 

• PC-DMIS 4.2以降のFCF測定結果は、真円度および円筒度のY14.5定義をサポートします。 

• PC-DMIS 
4.3以降のFCF寸法は、平面度のY14.5定義をサポートします。FCF平面度はチェビシェフ 
アルゴリズム (最小/最大) 
を使用します。旧式の平面度は最小二乗法を使用しています。FCF平面度は通常、最小二

乗法の値よりも若干小さな値となります。これはUseISOCalculationsレジストリのエ

ントリから独立しています。 
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• PC-DMIS 
2009以降のFCF測定結果は、FCF測定結果を使用している場合に真直度のY14.5定義をサ

ポートします。 

• 旧式の測定結果は最小二乗法を使用して計算します。 

平行度の評価についての注記 

• 注意: 
平行度の評価は作業平面や測定結果を導出する要素にかかわらず3次元で行われます。 

  

フィーチャーコントロールフレームとは? 

 
フィーチャーコントロールフレームのサンプル 

要素コントロールフレーム (FCF) 
は四角形のグラフィックであり、1つまたは複数の要素に対して特定の測定結果情報を表示します

。通常は青写真またはCADファイルに表示され、特定の型の測定結果に対する公差の条件を定義し

ます。ASME Y14.5 – 2009 
幾何寸法および公差の表示法には、要素コントロールフレーム(FCF)の適切な使用法が記載されて

います。 

FCFで複数要素が選択されると、PC-
DMISはFCF内部で構築されたセットを作成します。このセットは、パターン要素を作成するため

に入力要素を使用します 

そこでは第1寸法の行がパターン要素に適用され第2寸法の行が個々の要素に適用されます。上記例

の要素コントロールフレームでは、パターンはその位置の公差を0.01内に収め個々の要素葉その位

置を0.005以内に収めます。これらの適用方法についての詳細は、ASME Y14.5 – 2009  
寸法及び公差記入法を参照してください。 

PC-DMIS 
PC-DMISのFCFには、GD&T 標準に定義されるように4つの異なる線が含まれています: 
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1. サイズ公差 – 
先頭行には要素の名前、X、直径にまたは半径記号、サイズの公称値、正の公差、および

負の公差が含まれています: 

2. 主要寸法 – 
2番目の行(四角形のグリッドの最初の行)は、たとえすべてのフィールドを使用しなくても

常に存在しなくてはなりません。この行は第1測定結果の記号、直径記号、主要な公差値、

主要な公差に適用する実体条件、投影された公差領域の記号、投影された公差範囲の値、

第1基準要素、第1基準要素の実体条件、第2基準要素、第2基準要素の実体条件、第3基準

要素、第3基準要素の実体条件を含みます。しばしば基準要素、実体条件、および投影され

た公差範囲は必要でも利用可能でもありません。 

3. 第2測定結果 - 3番目の線 (四角形のグリッドの2番目の行) 
は位置度およびプロファイルの型に対してのみ存在し、すべてのフィールドが必要という

わけではありません。第2測定結果のシンボル、直径シンボル、主公差、要素の実体条件、

投影された公差領域、投影された公差領域の実体条件、第1基準要素、第1基準要素の実体

条件、第2基準要素、第2基準要素の実体条件、第3基準要素、第3基準要素の実体条件が含

まれます。 

4. 注記 – 
4番目の行にはテキストフィールドが含まれ、そこでFCFの詳細説明または指示を入力でき

ます。デフォルトでは、PC-
DMISはFCFのIDをこのフィールドに挿入し、グラフィックの表示ウィンドウでFCFを識別

するのに役立てます。この注釈は別のテキストに変更できます。 

  

フィーチャーコントロールフレーム寸法の使用規則 

PC-DMISに備わっている GD&T / 要素コントロールフレーム(FCF) 
ツールを正しく使用するために、以下のルールに従ってください: 

• 最適な結果のために、CADデータを使用します。  

説明: 
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これらのツールはCADがなくても技術的に使用できますが、正しく機能させるために追

加のコマンド編集を要します。基準要素を使用する測定結果は、正しい公称値(THEO)を
要します。CADデータから要素を作成しない場合、要素の公称値(THEO)を編集してそれ

らの要素が正しいか確認する必要があります。 

このルールは旧式の測定結果にも当てはまります。 

• 第1基準要素にはベクトルを持つ3次元要素を使用します。  

説明: 
FCFの寸法を作成する場合、2次元要素ベクトル情報を持たないため、第1基準要素とし

て参照してはなりません。 

円を第1基準要素として使用すると、作成された基準要素の参照フレームのアラインメン

トはその円と同じレベルにはなりません。PC-
DMISは、基準要素の参照フレーム(DRF)アラインメントの原点(X, 
Y)の位置を決定するためだけにその円を使用します。この場合、DRFアラインメントの

レベルは現在のアクティブなアラインメントから導出されます。 

ただし、DRFアラインメントを第1基準要素の円のレベルにすると(例えば円がサンプル

点で自動測定された円の場合)、PC-DMIS Settings Editor 
を使用してDatumLevelToCircleパラメータを1に設定できます(デフォルトではこれは

0です)。 

これは旧式の測定結果にも当てはまります。 

• CFの寸法には旧式のPC-DMISテキストレポートは使用しません。  

説明: 
このレポート機能は旧式の測定結果で十分に機能しますが、FCF測定結果はこのレポー

トモードにするといくつかのデータを失うことがあります。 

レポートが適切に表示されることを確認するには: 

1. お客様のレポートの空白スペースを右クリックして下さい。 

2. [オブジェクトの編集]を選択します。 

3. [レポート]ダイアログ 
ボックスより、[測定結果をテキストモードでレポート]チェックボックスをオフ

にします。 

• プロファイルのFCF寸法には最小/最大レポート機能を使用します。  

説明: 
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実測値ではなく、プロファイルの測定結果の最大/最小値に注目します。 

最小/最大 レポートを起動するには: 

1. [F10]を押して、[パラメータ]ダイアログボックスにアクセスします。 

2. [測定結果]タブを選択し、次に[最大/最小]チェックボックスを選択します。 

• [中心線に垂直な偏差]機能のために正しいX,Y,Z,I,J,K公称データを使用します。  

説明: 
公称データは、[中心線に垂直な偏差]機能が正しく動作するために必要です。CADを使用

している場合、これは自動的に起こります。そうでない場合、THEOフィールドに必要な

公称値を入力する必要があります。 

FCF 位置度の測定結果は常に [中心線に垂直な偏差] 機能とワーストケースに設定された 
[軸] を使用します：これは変更できません。 

位置度のFCF寸法の一般規則 

• すべての指定の基準要素を選択し、適切な適合が実行されるようにします。  

説明: 
基準要素 1、基準要素 2、および基準要素 3 
用に選択された要素は、それぞれ主要、第2、第3基準要素を示し、自由度を最大6度 ( 
3度の平行移動  と3度の回転)までに制限するために使用されます。 

この図は3次元空間(x,y,z,u,v, および w)における6度の自由度を示しています: 

                          

 
• 第1基準要素の制約は、第1基準要素に許容される自由度を6度までに制限します

。 

• 第2基準要素の制約は、第2基準要素に許容される自由度を残りの角度までに制限

します。 

• 第3基準要素の制約は、自由度が残っている範囲に制限します。  
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ゆえに、基準要素の優先度は重要です。ただい、優先度を書き換えるために、Y
14.5 2009 
GD&T標準に従って基準要素の参照フレームをカスタマイズすることが可能です

。「カスタマイズされた基準要素の参照フレームの作成」を参照してください

。 

以下の例を参考にして下さい: 
例1: 
第1基準要素が平面、第2基準要素が線、および第3基準要素が円であるとします(線およ

び円は平面上にあるとします)。その平面は、XとYの周りでの回転と、Zでの位置変動を

強制します。その直線はZの周りでの回転と、Yでの位置変動を強制します。その円は、

Xでの位置変動のみを強制します。 

例2: 
ここで、第1基準要素が平面、第2基準要素が円、および第3基準要素が線であるとします

(線および円は平面上にあるとします)。その平面は、依然、XとYの周りでの回転と、Zで
の位置変動を強制します。その円は、この例では、XとYでの位置変動のみを強制します

。線はZの周りの回転のみを制限します。 

• 基準要素と寸法に使用される要素コマンドが正しい公称値を持つようにします。  

説明: 
これらのコマンドはTHEOフィールドに正しい公称値(X,Y,Z,I,J,K)を含まなくてはなりま

せん。正しい設定にするために、PC-
DMISはこれらのコマンドを参照して基準要素の制約と測定結果を計算します。 

• 測定要素コマンドと、それに関連する位置寸法が同じ整列から派生するようにします。  

説明: 
これによって、名目値が正確で、画図からの基本的寸法呼び出しと同じであることを確

かにします。CAD使用時、名目値は自動的に算出されます。CADを使用していない場合

、測定された要素コマンドをすべて正しい公称値に編集する必要があります。 

  

フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成 

以下の手順では、フィーチャーコントロールフレーム (FCF) 寸法の作成方法を表示します: 

1. 基準点フィーチャーとなるフィーチャーを作成して下さい。これらは、測定されたフィー

チャー、自動フィーチャー、または、組み立てられたフィーチャーでありえます。 
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2. [挿入 | 寸法 | 基準要素の定義]を選択します。[基準要素の定義]ダイアログ 
ボックスが表示されます。 

3. このダイアログボックスを使用して、基準要素を選択して基準要素の文字に関連付けるこ

とが可能です。この方法に関する、より詳しい説明については、「基準要素」を参照して

下さい。 

4. 基準要素の定義が終了すると、ダイアログボックスが閉じます。 

5. [挿入 | 寸法 | 
旧式の寸法]メニューオプションにチェック印が表示されていないことを確認します。印を

つけられている場合、このチェック印をクリアするメニュー項目を選択します。 

6. [挿入 | 
寸法]サブメニューより、適切な測定結果を選択します。その寸法向けの[GD&T]ダイアロ

グ ボックスが 現れます。 

7. ダイアログ ボックスより、[要素コントロールフレーム] タブを選択します。 

8. このタブを使用して要素を選択し、寸法を算出してFCFを構築します。このタブで利用可

能なオプションについては「要素コントロールフレームタブ」を参照してください。 

9. [詳細設定]タブを選択します。 

10. このタブより適切なオプションを選択して、寸法の情報を表示する方法を定義します。こ

のタブで利用可能なオプションについては「詳細設定タブ」を参照してください。 

11. 作成をクリックします。PC-
DMISは測定ルーチンにFCFコマンドを挿入します。FCF画像はグラフィック表示ウィンド

ウに表示されます。その画像は、透明の背景を持ちます。必要に応じて新しい位置までFC
Fをクリックおよびドラッグできます。 

FCF 作成条件 
PC-
DMISが正しくFCFの寸法を作成するために、作成したい寸法の種類に適した条件を満たしている

必要があります。以下の一覧を参考にして下さい: 

形状寸法: 
基準無し。 
実体条件はありません。 
投影されたゾーンはありません。 

輪郭寸法 
基準点を持っているかもしれないし、持っていないかもしれません。 
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実体条件はありません。 
投影されたゾーンはありません。 

方向寸法は 
、基準を持っている必要があります。 
材質条件を持っている可能性があります。 
ゾーンを投影している場合があります。 

振れの寸法 
- これらは基準要素を持つ必要があります。 
実体条件はありません。 
投影されたゾーンはありません。 

位置寸法 
は、基準を持っている場合あります。 
材質条件を持っている可能性があります。 
ゾーンを投影している場合があります。 

その他の寸法（これらは対称性、同心度、同軸度を含む） 
には、基準を持っている必要があります。 
実体条件はありません。 
投影されたゾーンはありません。 

  

基準面の定義 

基準要素は理論的には嵌め合い部品を代表する、理想的な平面、点、または軸の参照要素です。寸

法の測定は基準要素から行われます。GD&T情報を表示する際に、基準要素が要素コントロールフ

レーム(FCF)で使用されます。FCFで使用する基準要素を定義するためには、最初に基準要素とな

る要素を作成する必要があります。これらは測定された要素、自動要素、または構築された要素か

ら作成されます。要素を作成するときは、基準要素の定義(DATDEF)コマンドを使用してそれを基

準要素として定義します。各DATDEFコマンドは基準要素の文字(基準要素Aなど)を測定ルーチン

の要素に関連付けます。 

基準要素の定義の作成 

基準要素を定義するには、[挿入 | 基準要素 | 
基準要素の定義]を選択するか、または、[GD&T]ダイアログ ボックス (挿入 | 寸法 | 
<寸法>)の[基準要素の定義]ボタンをクリックします。PC-DMISは、[基準要素の定義]ダイアログ 
ボックスを表示します。 
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[基準要素の定義]ダイアログ ボックス 

基準要素の文字(上記の例では "A")は次に利用可能な基準要素の文字をデフォルトに戻します。PC-
DMISは"A" から "Z" まで、次に "AA" から "ZZ" 
の順に基準要素にラベル付けをします。[要素の一覧]からこの基準要素の文字に関連付ける要素を

選択し、 
[作成]をクリックします。リストより要素を選択したときに[作成]ボタンがアクティベートされます

。 定義を作成すると、PC-DMISは DATDEF 
コマンドを編集ウィンドウに挿入します。例えば、PLN1を選択しそれを文字"A"に関連付けた場合

、編集ウィンドウは次のように読まれることになります: 

DATDEF/FEATURE=PLN1,DATUM=A 

[基準要素の定義]ダイアログ 
ボックスでは、[基準要素]ボックスが自動的に次の利用可能な基準要素向けの文字にアップデート

されます。選択された要素が、括弧に関連付けられている基準文字を備えた[要素の一覧]に表示さ

れます。上記PLN1の例では、リストにはPLN1(A)と表示されます。 

追加のDATDEFコマンドを作成するには、続けて要素を選択し[作成]をクリックします。デフォル

トのアルファベット以外の順に基準要素を作成したい場合、[作成]をクリックする前に[基準要素]ボ
ックスで文字を変更できます。 

[基準要素の定義]ダイアログ 
ボックスを使用してすべての基準要素を作成すると、次に[GD&T]ダイアログボックスを使用して

要素コントロールフレーム(FCF)の寸法を作成し、定義された基準要素をこれらの寸法に割り当て

できます。 

ボーナス調整 

基準要素にボーナスを計算する場合、基準要素に以前の位置寸法または方向の寸法があったら、 
位置および/または方向公差はデータムボーナスに追加されてデータムの仮想サイズを計算します

。 

FCFで複合基準要素を指定 

描画の引き出し線は、フォーマットA-
B(基準要素がAおよびBにラベル付けされる位置)を使用して複合基準要素を示します。これは指定

された基準要素は1つの基準要素であるかのようにまとめて使用されることを意味します。 
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注記: 複合基準要素は位置度の FCF 測定結果またはプロファイルの FCF 
測定結果とのみ機能します。 

複合基準要素を定義するには: 

1. 個々の基準面を作成して下さい。この方法に関する、より詳しい説明については、「基準

要素」を参照して下さい。 

2. 位置度またはプロファイル FCF 
を作成するメニュー項目またはツールバーを選択します。GD&T ダイアログ 
ボックスが現れます。 

3. [要素コントロールフレームエディタ]エリアの<dat>フィールドで、複合基準要素を指定し

ます。この一覧は、個別の基準面しか表示しませんが、ご希望の基準面の組み合わせを直

接に入力してください。これを行うには、まず、最初の基準面 
ID、ダッシュ、それから、組み合わせの最後の基準面のIDを選択するか、またはタイプ入

力して下さい。複合基準面が、基準面 A と Bを使用する場合、次のように表示されます: 

 

4. お客様のFCF用のフィーチャー（複数可）を選択して下さい。 

5. FCFに必要な事項をすべて入力して下さい。 

6. 作成をクリックします。 

MMCで複合基準要素にボーナスを適用する方法 

以下のように MMC で、複合基準要素 D-E を使用して穴の位置度 FCF を定義すると仮定します。 

 

• 基準要素Aは表面です。  

• 基準要素Dは孔です。  

• 基準要素Eは別の孔です。  
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PC-DMISは、ダイアログ 
ボックスの[詳細設定]タブで指定されるように各基準要素の測定された大きさと、D2軸(第2基準要

素)向けの正および負の公差に基づいて各基準要素に対するボーナスを計算します: 

 
正および負の公差の値付きのD2軸を表示した[詳細設定]タブ 

2つの孔の測定済みのサイズに基づき、基準要素Dのボーナスは基準要素Eのボーナスと異なります

。適合プロセスはこのことを考慮しています。 

  

カスタマイズされた基準要素の参照フレームの作成 

Y14.5 2009 GD&T 規格の第4.22項で定義されるように、PC-DMIS は 
(位置度、基準要素を持つプロファイル、対称度、同軸度、同心度、および振れの寸法用に) FCF 
公差に対してカスタマイズされた基準要素の参照フレーム 
(DRF)を作成する機能をサポートしています。この規格では、カスタマイズされた DRF 
を使用する場合、以下に記載の基準要素およびその変更は各括弧内で小文字を後に付けなくてはな

らないと明記されています。これらの小文字 (x、y、z および u、v、w) 
は制約を受けた指定の自由度を示します。 
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3次元空間(x,y,z,u,v, および w)における6度の自由度を示しています。 

X軸、Y軸、Z軸を正しく配向するには、公差のFCFを作成する前に、座標系をデータム要素に揃え

る必要があります。PC-
DMISは、主要な基準要素がZ+に水平にされて、および第2の基準要素がX+に回転られていること

を必要とします。変換自由度を（x、y 、またはz 
）カスタマイズされたDRFのチェックボックスを使用してオフにした場合は、その軸に沿った基準

のシフトは、もはやデータム要素を出発点として使用しません。並進自由度がどのデータム要素に

よって制約されない場合、現在のアライメントの始点は、データムシフト表の基準として使用され

ます。 

[GD&T]ダイアログ ボックス (挿入 | 
寸法)の[要素コントロールフレーム]タブにて、[カスタマイズされたDRF] 
チェックボックスをオンにして、[要素コントロールフレーム]エディタから制約する自由度を選択

できるようになります。（この中えっクボックスをオンにしない場合、PC-
DMISは代わりに「Y14.5.1M-
2009寸法及び公差算出の方針についての数学的定義」の基準に従って自由度を割り当てます）。 

 

次に、DRFで基準要素を指定後(必要な場合はその方法も)、自由度のドロップダウンリストにアク

セスして上図に示すように小文字に制約することができます。 
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利用可能な制約の自由度が表示された要素コントロールフレームエディタ 

最後に、制約したい自由度の隣にあるチェックボックスをオンにし、TABキーを押すかドロップダ

ウリストの外側をクリックします。FCFのプレビュー画面が開き、各括弧内にカスタマイズされた

基準要素の参照フレームが表示されます: 

 
制約された自由度を表示しているプレビューエリア 

より優先度の高い基準要素に指定されていない限り、基準要素に対して任意の制約を選択できます

。例えば、第2基準要素がxの自由度に制約されている場合、xは第3基準要素には使用できません。 

  

最大実体境界 (MMB) および最小実体境界 (LMB) 

ASME Y14.5-2009 
標準では、基準要素のサイズと位置または方向の公差を使用して基準要素のMMBまたはLMBを計

算する方法を指定しています。「ASME Y14.5-2009 
寸法および公差」セクション4.11.6、「MMBでの基準要素シミュレータのサイズ定義」およびLMB
の後続セクションを参照してください。ASME標準の図4-
16「最大実体境界の計算例」では、基準要素に基づいて基準要素のサイズと位置または方向の公差

の両方を考慮した基準要素に対してMMB境界を計算する方法を示しています。 

Y14.5-2009 標準に従い、PC-DMIS は基準要素の実体境界を以下のように計算します: 

• MMB - 基準要素のサイズに基づき円M  を指定すると、PC-DMIS 
は基準要素のサイズおよび先の位置または方向の公差の効果を含めることで基準要素の最

大実体境界(MMB)を計算し、ASME Y14.5-
2009標準に指定するように基準要素の優先度を示します。FCFの優先度は左から右です。 
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• LMB - 基準要素のサイズに基づき円L  を指定すると、PC-DMIS 
は基準要素のサイズおよび先の位置または方向の公差の効果を含めることで基準要素のLM
Bを計算し、ASME Y14.5-
2009標準に指定するように基準要素の優先度を示します。FCFの優先度は左から右です。 

特定の境界を宣言 

推測する境界が明らかでないため、特定の境界を定義したい場合、[要素コントロールフレームエ

ディタ]を使用すると該当する基準要素の参照の直後および基準要素の参照に続くモディファイア

の直後を括弧で括ることで境界を明示的に宣言できます。この値は、材質境界のサイズを表わしま

す。これがPC-
DMISによって基準要素のボーナスを計算するのに使用され、基準要素の優先位置または方向の公

差はすべて無視されます: 

 
MMB記号および境界値を持つ角括弧を表示している要素コントロールフレームエディタ 

注記:PC-
DMISは現在、このASME標準で説明されたように「BSC」または「BASIC」の使用を支援してい

ないことにご注意ください。 

  

GD&T ダイアログ ボックス 

 
幾何公差（形状） 
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GD&T ダイアログ ボックス 

[GD&T] ダイアログ ボックスを使用すると、要素コントロールフレーム (FCF) 
の寸法を作成し、それを測定ルーチンに挿入できます。このダイアログ ボックスは [挿入 | 
寸法サブメニューからサポートされるFCF寸法を選択するたびであるか、または挿入|旧式の寸法

を使用]メニュー項目が選択されていないたびに現れます。 

ダイアログボックスは[要素のコントロールフレーム]および 
[詳細設定]の2つのタブより構成され、それぞれに複数のコントロールがあり、FCFとそれに関連付

けられた測定結果の情報を構築することができます。 

GD&T ダイアログ ボックス - [要素コントロールフレーム]タブ 
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GD&T ダイアログ ボックス - [要素コントロールフレーム]タブ 

XactMeasure GD&T ダイアログボックス (挿入 | 寸法 | <寸法>)[要素コントロールフレーム] 
タブは要素コントロールフレームの構築に便利です。これは基準要素を選択し、FCF寸法で使用す

る要素を選択するツール、特定の記号、公差、および基準要素を定義するエディタ、および構築中

にFCFの現時点の状態を確認するためのプレビューエリアを提供します。さらに、それは、ユーザ

がそれを構築する時にFCFの現状を表示するプレビュー領域を提供します。このタブのアイテムに

関する情報については、下記の一覧を参照してください: 

ID - 
このボックスは、FCFの名称を表示します。異なる名称にしたい場合、編集することが可能です。 

幾何要素--
このリストはユーザに特定のFCFタイプのための考えられている要素を選ばせることができます。

いくつかの要素は測定ルーチンに存在しますが要素のコントロールフレームでは利用できません。

例えば、平面要素は真円度では使用できません。最初の要素が選択された後で、PC-
DMISは、この一覧を更新します。これによって、FCF用に要素のパターンを作成する時に、これ

らの要素が確実に適用できることになります。 
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基準要素 - 
[基準要素]にはDATDEFコマンドで定義されたすべての基準要素が表示されます。それは、編集ウ

ィンドウの、その時点でのカーソル位置より上にある基準面要素のみを一覧に表示します。データ

ムが常にそれらのデータムを表す定義された文字（例えば、Ａ、ＢとＣ）を使った FCF 
で参照されます。 

引き出し線- 
このリストには[要素]リストから選択したのと同じ要素が表示されます。各要素はそれに関連する

チェックボックスを持ちます。チェックボックスを選択すると、PC-
DMISはグラフィックの表示ウィンドウでFCFからその要素まで引き出し線を描きます。デフォル

トでは、PC-
DMISは最初すべの利用可能な引き出し線を表示します。チェックボックスをクリアすると、その

引き出し線はオフになります。 

要素コントロールフレームエディタ- 
このエリアを使用するとFCFに変更を適用できます。マウスまたはTABキーを押してフィールドを

選択し、改行キーをフィールドが編集モードになります。フィールドが編集可能になると、利用可

能なオプションのドロップダウンリストか、またはテキスト入力ボックスが表示されます。フィー

ルドの編集を終えたとき、ENTERまたはTABを押すか、または別のフィールドをクリックすると

編集モードが終了します。SHIFT+TABキーを押すと、前のフィールドに戻ります。 

フィールドが空の場合には、短い説明が識別のためにその周りに括弧を付けて表示されます。これ

らの説明は以下のフィールドに対応しています: 

<UA> - 単位エリア(平面度のFCF寸法のみ)。下記の「[単位ごと] 
チェックボックス」を参照してください。 

<UZ> - 不均一な公差範囲 (プロファイルのFCF測定結果のみ) 

<UTol> - 不均一な公差値 (プロファイルのFCF測定結果のみ) 

<MC> - 実体条件 

<size> - 物体の境界の大きさ 

<D> - 直径 

<Dim> - 測定結果または要素コントロールフレームの型 

<PZ> - 投影範囲 

<num> - 要素の番号 

<nom> - 要素サイズの公称値 
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<+tol> - プラスの公差 

<-tol> - 負の公差 

<tol> - 公差 

<dat> - 基準要素 

<sym> - 測定結果記号 

[x,y,z or u,v,w] - 
カスタマイズされた基準要素の参照フレーム。「カスタマイズされた基準要素の参照フ

レームの作成」を参照してください。 

<ここに注釈を追加> - 1行目の注釈フィールド 

<オプションのデザインについての注釈を追加> - 
最終行にあるオプションのデザインについての注釈 

球面範囲 - 点または球要素に対して位置度の FCF 
がある場合、球面の公差範囲を使用できます。球面の公差範囲を有効にするには、寸法を付ける要

素を選択。次に、FCF エディタで「直径符号」

を選択して、それを下記に示されたように球ゾーン符号にそれを変更します。 

 

平面範囲 - この ボタンは、位置度の FCF 寸法または FCF 
寸法の方向（垂直度、平行度、または傾斜度）のいずれかを定義し、公差範囲が平面範囲に設定さ

れた場合にこのタブの [要素コントロールフレームエディタ] 
エリアに現れます。平面範囲を有効にし、このボタンを表示するには、[直径シンボル] を FCF 
エディタより選択し、以下に示すように空白に設定します。 
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[平面範囲] ボタンが表示されると、それをクリックして[平面範囲の方向 ]ダイアログ 
ボックスを開くことができます。 

 
平面域方向のダイアログボックス 

[平面範囲の方向]ダイアログ 
ボックスでは次の2つの方法のうちの1つを用いて方向ベクトルを指定できます:  

• 現在アクティブなアラインメントの軸を選択します。[軸]オプションを選択します

。軸リストより、以下の軸を選択します:X、Y、Z、放射円弧 
、または放射に対して直角。 

放射円弧 / 放射に対して直角 

位置の公差を指定の基準要素に対して極座標の測定結果２つの方向

で適用することができます。このためには、FCFの測定結果を定義し

、各方向に別の平面公差を適用します。これをするには、FCFの測定

結果の公差は放射方向(放射円弧)にある必要があります。他のFCFの
測定結果は要素を通過する仮想中心線に垂直である必要があります(
放射に対して直角)。これら２つの方向の位置公差を同時に検証する

には、これら２つのFCFを参照するSIMULTANEOUS 
EVALUATIONコマンドを作成する必要があります。「同時評価を行

う要素コントロールフレーム」を参照してください。 

以下の例を参考にして下さい。２つのFCF測定結果があり、それが下

図の項目１としてラベル付けされている円に適用されています: 
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放射円弧を使用した測定結果1: 

 

放射方向に対して直角を使用した測定結果2:  

 

放射円弧の公差(項目3)は .04 
の幅のこうさ範囲になり、円の重心と半径(R)を通過する円弧に適用

されます。 

放射に対して直角な公差(項目2)はの幅の公差範囲となり、基準要素D
および円１の中心を通過する中心線に平行となります。 

 
放射円弧(3)または放射に対して直角(2)が円(1)に適用された公差範囲

を示している図 

• 方向ベクトルのIJKを直接入力します。[ベクトル]オプションを選択します。次に

、[I]、[J]、[K]ボックスより、方向ベクトルの種類を入力します。 

この方向ベクトルが現在アクティブなアラインメントで利用可能となります。 

基準要素の定義 - このボタンを使用して[基準要素の定義]ダイアログ 
ボックスにアクセスする能力を提供するのほか、現在のFCF寸法に対する基準要素の定義できます

。 

要素コントロールフレームのオプション - 
このエリアのオプションは、作成したFCF測定結果の型に基づいて変化します。これらの項目が、

このトピックの後に下記で詳しく述べられています。 
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• [単位ごと]チェックボックス 

• 輪郭オプション 

• [複合]チェックボックス 

• [軸]および[放射]オプション 

• [カスタマイズされたDRP チェックボックス] 

• GD&T 規格エリア 

• 局部サイズ一覧 

操作および手順 - 
このセクションでは有効なFCFの構築を支援するヒントや手順を説明します。 

プレビュー - 
このセクションでは、現在の設定を持つFCFをプレビュー表示します。[要素コントロールフレ

ームエディタ]セクションに表示されるものには、<dat>といった括弧で括られたフィールドの

ような 
空のフィールドや空の説明は含まれません。 

要素コントロールフレームエディタについての注記 

[要素コントロールフレームエディタ]エリアでは、特定の寸法に対してサポートされないアイコン

フィールドは表示されないことにご注意ください。例えば、真円度の寸法に対しては、PC-
DMISは公差フィールドを表示しますが基準要素やモディファイアフィールドは表示されません。 

形状寸法 (真円度、円筒度、平面度、形状のみを有するプロファイル) - 
これらは基準要素矢モディファイアをサポートしないので、これらのフィールドは表示されません

。特定の場合についてのプロファイルは、[形状のみ]をクリックするとこのカテゴリに入ります。

ただし、輪郭寸法の[形状および位置]は倍率を表示できます。 

方向の測定結果 (平行度、垂直度、傾斜度) -これらは基準要素とモディファイアを表示できます。 

位置の測定結果 (形状および位置の位置度、偏心度、同軸度、対称度、プロファイル) - 
これらは基準要素をモディファイアを許容します。 

振れの測定結果 - これらは基準要素を持つ必要があります。 

直進度の測定結果 - 
直進度の測定結果を導出する要素が円筒要素である場合、この測定結果はモディファイアをサポー

トします。基準要素はサポートしません。 

また、これらの測定結果のみエディタで複数の線を持つことができます:  
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• 位置付け 

• 並列性 

• 垂直度 

形状の測定結果の公差領域 
PC-
DMISが形状の寸法の公差範囲をレポートする方法については、「寸法のレポート」章にある「形

状の寸法に対する公差範囲のレポート」を参照してください。 

[単位ごと] チェックボックス 

XactMeasure GD＆T 
ダイアログボックスで、「要素コントロールフレーム」タブの「ユニットごとに」チェックボック

ス（[挿入|寸法| 
<寸法>）は平面度、真直寸法について表示されます。単位面積ごとの平面度または単位長さごとの

真直度を指定できます: 

 
[単位ごと]チェックボックス 

[単位ごと]チェックボックスを選択すると、PC-
DMISは[要素コントロールフレームエディタ]エリアを変更し、単位面積または単位長さとともに公

差値を入力する追加の行を挿入します: 

 
要素コントロールフレームエディタ (単位あたりの平面度) 

 
素コントロールフレームエディタ (単位あたりの真直度) 
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ここで、PC-
DMISは自動的に段階的な増分を使用してすべての点データがスライドする際に[単位あたりウィン

ドウ]に最大オーバーラップが含まれることを確実にします。 

単位当りの平面度のオーバーラップ詳細: 

通常、平坦度のエリアごとの重なりは、 90％です。次の両方に該当する場合です： 

 TL <10 * UL 

ここで、TLは全長で、ULは、単位の長さです。 

 点数は、9,999以下の値です。 

次のいずれかに該当する場合、オーバーラップは50％の最小値に減少されます。 

 TL > 25 * UL 

ここで、TLは全長で、ULは、単位の長さです。 

 点数は24,999よりも大きいです。 

表の形式で、これは次のように表現されています： 

ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ ポイント数 全長は単位長さで割られる 

90% 5,000 5 

80% 10,000 10 

70% 15,000 15 

60% 20,000 20 

50% >= 25,000 >= 25 

  

目的の情報を入力して要素コントロールフレームを作成すると、PC-
DMISは単位面積当たりの平面度または単位長さあたりの真直度を要素コントロールフレームに適

用します: 

例えば、全体の平面度公差が.05で、単位あたりの公差が.01で、10x10の面積を持つ平面度FCFは
以下のようになります: 
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単位あたりの平面度FCFの完成例 

例えば、全体の真直度公差が.0254で、単位あたりの公差が.012で、10の長さを持つ真直度FCFは
以下のようになります: 

 
単位あたりの真直度FCFの完成例 

また、PC-DMIS はY14.5 
2009標準に追加された[正方形エリア]記号もサポートします。この記号はエリアが完全な正方形で

、つまり単位長さあたりの幅および長さの値が同一である場合に使用されます。この記号を使用す

るには、<UA>フィールドを選択し、ドロップダウンリストより[正方形エリア]記号を選択します: 

 
正方形エリア記号の選択例 

この場合、ファイルは以下のようになります。以下の単位面積当たりの値が同じ幅と長さであるこ

とを示す正方形エリア記号(この場合、10は10X10の面積を意味します ): 

 
正方形エリア記号を付けた単位あたりの平面度FCFの完成例 

正方形エリア記号はレポート出力にも表示されます。 

輪郭オプション 

非基準要素 
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ユーザがXactMeasure GD＆T 
ダイアログボックスの要素コントロールフレームタブの要素コントロールフレーム（ FCF 
）輪郭寸法のデータム要素指定しないと（ 挿入|寸法|<寸法>） 
、測定された要素の位置がコントロールされていません。基準要素のない輪郭要素は、測定された

要素がその名目上の形と同じ形状および寸法とどれくらい一致するかを決めます。さらに、XactM
easure GD＆T ダイアログボックス(挿入 | 寸法 | 
<寸法>)の詳細タブの輪郭エリアの中で最良適合アルゴリズムを定義しなければなりません。ASM
E Y14.5およびISO 
1101基準に一致するMIN/MAXへのアルゴリズムのデフォルトです。詳細は、「GD&Tダイアログ

ボックス-詳細設定タブ」トピックを参照してください。 

任意の基準要素のないFCFの線輪郭では、セグメントの一覧が表示されます。この一覧には、以下

の２つのアイテムがあります: 

• 単一のセグメント - 
（合成または２つのセグメント線輪郭の寸法と比較して）これは、線輪郭の寸法の単一セ

グメント輪郭です。 

の単一の断面 

• 単位ごと - 
これは真直の単位ごとチェックボックスとほぼ同じように動作します。線輪郭では、位当

たりの距離は線、走査、曲線、円、楕円に沿った円弧の距離です。このアイテムは線輪郭

のみに適用され、面輪郭には適用されません。 
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基準要素を備えた 

1つ以上の基準要素が選択された場合は、セグメント一覧は、合成チェックボックスに置き換えら

れます。これは、寸法が複合輪郭寸法であるか否かを判定します。詳細については、 
「複合チェックボックス」を参照してください。 

基準要素の備えた輪郭寸法は測定された要素がどれほどでその公称形状と同じ形、サイズ、および

位置に一致を決定します。輪郭には、正負公差によって定義された公差範囲内でなければなりませ

ん。公差域は、通常、公称形状に回って均等に配置されていますが、不均等な公差域として定義す

ることができます。詳細については輪郭要素制御フレームの寸法を持つ不均一な公差範囲 

• シングルのセグメントの線輪郭: 

 

• ダブルのセグメントの線輪郭: 



要素のコントロールフレームの使用 

29 

 

• 合成線輪郭: 

 

[複合]チェックボックス 

XactMeasure GD&T ダイアログボックス (挿入 | 寸法 | <寸法>)の 
要素コントロールフレームタブの[複合]チェックボックスでは、第1寸法の行および第2寸法の行が

、両方の行にかかるセルを1つにマージして同じ記号を使用するかどうかをコントロールします。

このチェックボックスを選択すると、記号は次のようになります: 
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このチェックボックスをクリアすると、たとえ記号が同じものを示しているとしても第1および第2
行は別々の記号を表示します。 

 

ASME Y14.5 – 1994 
幾何学的な測定結果および公差の導出では、これらの条件の解釈の違いが説明されています。 

[軸]および[放射]オプション 

「円周振れまたは全振れのFCF」の寸法でどちらかを作成する場合、軸状および放射状のオプショ

ンが、XactMeasure 
GD&Tダイアログボックス(挿入|寸法|<寸法>)の要素コントロールフレームタブの要素コントロー

ルフレームオプションエリアに現われます。これらは振れの種類を指定できるようになります。い

くつかの場合においては、入力要素は自動的にこれら2つのオプションのうちどちらを選択すべき

かを決定します: 

• 軸 - 振れは円筒パートの終端面で測定されます。 

• 放射 - 振れはボアまたはシャフト円筒面で測定されます。 

入力として円要素付きの円形振れについて、この領域は、表面の種類は2つのオプションを使用し

てリストをも表示します：円錐と円柱 

 
リストから選択したコニカルを持つ円形の振れの要素制御フレームのオプション領域と名目半円錐

角ボックス 

このリストは、円要素の表面類別を定義します。それはシリンダー上にある場合は、円筒を選択し

ます。それはコーン上にある場合は、円錐を選択します。 

円錐が選択された場合、振れの計算に使用する半円錐角を定義することができるように、公称の半

円錐角が表示されます。PC-
DMISは、円錐面に垂直な円錐の表面で測定した円の振れを計算します。それは、COS（半円錐角

）により円筒結果を乗じてこれを行います。 
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FCFの振れに関する詳しい情報は、「振れの要素コントロールフレームの測定結果」トピックを参

照してください。 

カスタマイズされた基準要素の参照フレーム (DRF) 

XactMeasure GD＆T 
ダイアログボックスで、要素コントロールフレームタブのカスタマイズされたDRF 
]チェックボックス（挿入|寸法| <寸法>）はユーザに2009 Y14.5 
GD＆T規格に準拠してカスタマイズされた基準参照フレームを作成する機能を提供します。角括弧

の中にマークされたドロップダウンリストが表示されると、制約したい自由度を選択できるように

なります。詳細は「カスタマイズされた基準要素の参照フレームの作成」を参照してください。 

GD&T 標準 

GD&T標準エリア-XactMeasure 
GD&Tダイアログボックス(挿入|寸法|<寸法>)で、「要素コントロールフレーム」タブのこのエリ

アのリストから、「要素コントロールフレーム」(FCF)寸法に使用するGD&T標準のタイプを選択

することができます。利用可能なオプションはISO 1101、ASME Y14.5、およびカスタムです。 

ISO1101またはASME Y14.5を選択した場合、PC-
DMISは別のGD&T設定および計算方法に変更して選択した標準に従うようにします。ユーザが前

に選択された標準を拡張するか、カスタマイズするかのいずれかを行う場合、PC-
DMISは、自動的に[カスタム]を選択します。 

ISO 1101 

この基準に従うよう選択すると、PC-DMISは次の変更を適用します: 

• プロファイルの偏差を最大偏差の2倍として計算します 

• [中心線に垂直な偏差]チェックボックスはデフォルトではクリアされます。必要に

応じてこのチェックボックスを後から選択することもできます。 

• [基準要素に合わせる]チェックボックスがデフォルトで選択されています。このチ

ェックボックスが後でオフにすれば、ドロップダウンリストが[カスタム]に変更され

ます。 

• この基準に従って軸/放射状の振れが計算されます。 

• 同軸度ではその公差の前に来る直径記号の同心度の記号が使用され、該当する要

素のMMC/LMCを可能にします。 

• 対称度は該当する要素および基準要素に対するMMC/LMCの変更を可能にします。 

• 実体条件の記号は  (MMC向け)、  (LMC向け)、および空白(RF向け)です。 
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• 自動円筒要素の位置の符号

を選択した場合、それはローカルサイズ]リストを表示します。 詳細については「ロ

ーカルサイズ一覧」を参照してください。 

ASME Y14.5 

この基準に従うよう選択すると、PC-DMISは次の変更を適用します: 

• プロファイルの偏差はこのように計算します： (最大偏差ー最小偏差) 

• [中心線に垂直な偏差]チェックボックスはデフォルトでは選択されています。必要

に応じてこのチェックボックスを後からオフにすることもできます。 

• [基準要素に合わせる]チェックボックスがデフォルトで選択されています。このチ

ェックボックスをオフにすれば、ドロップダウンリストが[非標準]に変更されます。 

• この基準に従って軸/放射状の振れが計算されます。 

• 同軸度の公差の前には直径記号が付きます。該当する要素および基準要素に対する

MMC/LMCを可能にします。 

• 対称度は該当する要素および基準要素に対するRFSにのみ存在します。 

• 実体条件の記号は  (MMC向け)、  (LMC向け)、および空白または

(RFS向け)です。 

カスタム 

これを選択すると特定の基準には従わず、よって何も変更されません。ただし、PC-
DMISはドロップダウンリストを[カスタム]に変更し、以下のいずれかをすれば、他の項目がグレー

表示されます: 

• 投影長さ/幅、または直径を持つ平面の平行度の測定結果を算出 

• [基準要素に合わせる]チェックボックスをオフにします。 

• 位置の測定結果に対するサイズ公差 で R シンボルを選択します。 

注記:  

• バージョン2014.1より前のバージョンでは、局所のサイズを報告するには、ISO 
8015規格が選択されます。バージョン2014.1では、 ISO 
8015は、GD＆T規格リストから削除されます。ローカルサイズを報告するには、GD＆T規
格のリストから、[ ISO 
1101を選択して、ローカルサイズの一覧を表示します。ローカルサイズリストから、 
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ローカル：MAX＆MINを選択します。詳細については、「ローカルサイズ一覧」を参照し

てください。 

• レガシー寸法に使用される標準を設定するには、 
UseISOCalculationsレジストリエントリを使用することができます。（詳細について

は、「旧式寸法の使用」の章の「輪郭の測定 - 面や線」を参照してください）。 

局部サイズ一覧 

その軸に沿って自動円筒の各レベルでヒットを取る場所のローカルサイズが測定されます。ローカ

ルサイズを評価するときは、2つのレベル以上のヒットを取る必要があります。 

「 XactMeasure 
GD&T」ダイアログ·ボックスで「要素コントロールフレーム」タブのローカルサイズ一覧（挿入|
寸法| 
<寸法>）が使用するローカルサイズオプションのタイプを定義します。このリストには、次の条件

を満たしている場合のみに表示されます:  

• 自動円筒要素を選択します。 

• 要素コントロールフレーム (FCF)の位置符号 を選択します。 

• GD＆Tの標準の一覧から、 ISO 1101を選択します。 

ローカルサイズ一覧は、これらのオプションを含んでいます: 

無し - ローカルサイズは報告されません。 

LOCAL: MAX & MIN - 
これは、自動円筒の軸に沿ってすべてのレベルから測定された最大(MAX)及び最小(MIN)のローカ

ルサイズをレポートします。 

GD&T ダイアログ ボックス - 上級タブ 
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GD&T ダイアログ ボックス - 上級タブ 

XactMeasure GD&T ダイアログボックス (挿入 | 寸法 | 
<寸法>)詳細タブでは要素コントロールフレーム(FCF)の寸法に対して出力および分析オプションを

設定することが可能です。このタブの説明については、下記に示すダイアログ 
ボックス項目のリストを参照してください。また、この要素の多くは既に旧式の寸法に存在し、詳

細は「旧式寸法の使用」章に説明されています。 

出力 

出力エリアでは、レポート及び統計一覧を使用して、フィーチャー制御フレームの結果を出力する

ことができます。 

• 統計 – 出力を統計ファイルに送信する 

• レポート – 出力を検査レポートに送信する 

• 両方 –出力を検査レポートおよび統計ファイルの両方に送信する 

• なし – 出力をどこにも送信しない 
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PC-DMISはFCFのコマンドを実行すると、結果は、指定された出力に送信されます。 

注記: [統計]または[両方] オプションが選択された場合、先行する[STATS/ON] 
コマンドはFCFが統計ファイルに送信されるために編集ウインドウ内に存在している必要がありま

す。 

単位一覧は、FCFが使用する測定単位を決定します。次のオプションから選択できます： 

• IN = インチ 

• MM = ミリメートル 

寸法(旧式かFCFのどちらか)が初めて作成されるとき、PC-
DMISは現在の測定ルーチンで使用される測定単位を使用します。その後、ユーザが次に寸法ある

いは GD&Tダイアログボックスを開くとき、PC-DMIS 
はユーザ最後の作成された寸法に関して何を選択したか思い出します。 

ヒント: 
複数のFCFを測定ルーチンに作成する場合、続けて[出力]エリアに設定を定義する必要はありませ

ん。その代わりにPC-
DMISは自動的に編集ウィンドウでのカーソルの位置をチェックします。現在のカーソルの位置にF
CFがある場合、その設定が使用されます。そうでない場合、編集ウィンドウ内を検索してFCF直
前にある設定を使用します。 

分析 

このエリアではFCF用の寸法出力分析のフォーマットを設定します。異なる種類の分析用に次の3
つのリストが含まれています: 

• テキスト分析を報告する - 
この分析類型はテキストのスタイルで表示されます。次のアイテムは、標準的な検査報告

書やFCFで使用される個々のヒットのためのレポート·ウィンドウに含まれています。 

o 測定された X、YおよびZの値 

o 測定されたI、J、及び、K値 

o 個々のヒットのデビエーション 

o ヒットが最大または最小偏差が発生するたびに、線の端にMAX または MIN 
マーカーを付けます。 

• レポートのグラフィック分析- 
この類型の分析は、色付き矢印を使用するグラフィカルな形式で表示されます。各矢印は
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、 
FCFの個々のヒットの偏差を表します。色と方向が付いているこれらの矢印は、誤差の相

対サイズ及びその方向を示します。 

• CADグラフ解析 - 
この種の分析は、上記のレポートグラフ解析と同じようなグラフィカルな分析を表示しま

すが、それはグラフィック表示ウィンドウ内に表示されます。 

オン、オフ、位置、形状、および両方の項目説明 

• オン - PC-DMISはこの種類の分析を有効にします。 

• オフ - PC-DMISはこの種類の分析を無効にします。 

• 位置 - PC-
DMISはこの種類の分析を有効にしますが、寸法の位置だけを分析します。 

• 形式 - PC-
DMISはこの種類の分析を有効にしますが、寸法の形式だけを分析します。 

• 両方 - PC-
DMISはその種の分析を可能にしますが、寸法の位置および形式の両方を分析しま

す。 

寸法の種類に基づき利用可能なリスト項目 

• プロファイルの形状と位置のFCF測定結果(基準要素が必要)を作成する場合、位置

および/または形状の分析を必要とするため、利用可能なオプションはオフ、位置

、形状、両方です。 

• プロファイルの形状のみのFCF測定結果(基準要素は不要)を作成する場合、形状の

み分析する必要があるため、利用可能なオプションはオフ、形状です。 

• 位置の FCF 
測定結果を作成する場合、位置および/または形状の分析を要求できるのでオプシ

ョンは [オフ]、[位置]、[形状]、[両方] となります。形状の軸は [位置] 
エリアにある軸のリストから選択できます。 

• 他のすべての測定結果に対しては、オプションはオンとオフになります。 

• 矢印倍率 - 
[矢印倍率]ボックスでは、[CADグラフィック分析]モードで偏差矢印および公差範囲を拡大

する倍率を設定できます。2.0 の値を入力すると、PC-DMIS 
は各要素ヒットに対して計算された偏差の矢印を2倍に拡大します。[倍率]ボックスは、表

示のみに使用されて、テキストの出力結果には影響を及ぼしません。 
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• 矢印密度 - 
ここでは、個別の点を表す寸法の矢印のパーセンテージを設定して、グラフィックス分析

が寸法に利用された時にその矢印をグラフィックの表示ウィンドウに表示することができ

ます。これらの寸法の矢印は、個々の点を表しています。これはFCF寸法で描かれる矢印

の量を制限します。詳細については「レポートコマンドの挿入」章の「分析ウィンドウ関

連のコマンド挿入」の下にある「寸法オプション」トピックを参照して下さい。 

寸法情報 

このエリアは寸法情報FCFを作成します。[このダイアログを閉じたときに寸法情報を作成]チェッ

クボックスを選択すると、PC-
DMISは[編集]ボタンを有効にします。このボタンをクリックしてダイアログ 
ボックスを開き、寸法情報コマンド(DIMINFO)向けのデフォルトオプションを設定できます。詳し

くは「デフォルトの寸法情報を編集」を参照してください。 

FCFの作成時、ダイアログ ボックスが閉じ、PC-
DMISは編集ウィンドウでFCFの後にDIMINFOコマンドを作成します。このDIMINFOコマンドは、

次の要素のグラフィック表示ウィンドウに寸法情報を表示します。ユーザはどれが要素コントロー

ルフレームタブの要素一覧から表示するかを選択することができます。寸法情報はまた、特定のF
CFの編集ウィンドウで使用されたのと同じ利用可能な寸法の軸を表示します。 

[DIMINFO]ボックスおよびその作成ルールに関するさらなる詳細は、「レポートのコマンドの挿入

」章の「寸法情報ボックスの挿入」を参照してください。 

位置付け 

この領域が円筒の真直度が使用される場合には選択のために利用するか、または以下の条件が満た

された場合には他の寸法に利用できます： 

• ユーザは、位置度、直角度、平行度、斜度、または輪郭度の要素コントロールフレームを

作成しています。 

• FCFは、MMCやLMCでサイズのデータムを使用しています。 

• FCFは、サイズ公差を定義することをユーザに要求する軸情報を含んでいます。 

その他のFCFタイプ及び条件においては、それはグレイ表示されたままになります。 

それには以下の項目があります: 

• アラインメント - 
現在のアラインメントに関連した寸法情報を表示する場合、基準要素の計算が判読しづら

い場合が時々あります。このリストでは、このような特定の整列や基準要素の参照フレー

ムに関連した情報を表示する方法を定義できます。   
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• 基準要素に適合 - 
このチェックボックスは、エラーを最小化する位置基準フレームの最適な位置を見つける

ために最良適合計算を使用します。 

• [中央線に垂直な偏差] -  このチェックボックスは、PC-DMIS 
が要素の理論上の中央線に垂直、または X, YおよびZ 
の値に実際に垂直かどうかを決定します。詳細についてのは、「旧式寸法の使用」の項に

ある「中央線に垂直な偏差」トピックを参照してください。 

• 公称値と軸 - この部分はPC-
DMISが報告書で表示する軸を制御して出力をカスタマイズします。また、手動で公称値を

入力することができます。 

 

• 要素リスト - 
[公称値と軸]カラムの左にあるリストには、FCFで使用されるすべての要素が表示されます

。[詳細設定]タブにアクセスすると、PC-
DMISは自動的にリストから最上位の要素(または要素のセット)を選択します。その後、列

の右に要素の情報が表示されます。複数の要素が存在する場合、特定の情報を表示、編集

するためにその要素のみを選択することができます。 

• 軸をレポート - このカラムには、各軸のチェック ボックスがあります。チェック 
ボックスを選択すると、その軸についての情報をレポートに送ります。 

サイズテーブル（DF 軸）を報告します: 

• デフォルトで、FCF 
Position寸法のための考えられている要素がRFSにあるなら、PC-
DMISはDFチェック・ボックスをクリアにします。これはレポートからの

サイズ表を含みます。しかしながら、もしユーザがまだ報告にサイズテー

ブルを含めることを望まないなら、まだこのチェックボックスをクリアす

るオプションを持っています。 

• FCF 位置寸法のための考えられている要素がMMC/LMCにあるなら、PC-
DMISはデフォルトでDFチェック・ボックスがマックされることを強制し

ます。これはレポートのサイズ表を報告に含みます。この場合には、この

チェックボックスを選択解除することはできません。 
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• 軸 - 
このカラムでは、選択された要素に利用できる軸の一覧を表示します。これらのサイズに

関連した軸は正または負の公差を適用することができます。 

軸 内容 

X X軸 

Y Y軸 

Z Z軸 

PA 極角度の値 

PR 極半径の値 

D1 1番目のデイタムの直径 / 幅 

D2 2番目のデイタムの直径 / 幅 

D3 3番目のデイタムの直径 / 幅 

DF 要素の直径 / 
幅。この軸が選択されると、レポー 
トにはボーナスをレポートするためのサ 
イズ表が含まれます。 

LF 要素がスロットの場合の要素の長さ 

WF 要素がスロットの場合の要素の幅 

LD デイタムがスロットの場合のデイタムの長さ 

WD デイタムがスロットの場合もデイタムの幅 

RN、FL、またはST 要素向けの統合された形の次元。 
· 円または円筒要素については、これは、真円度 
(RN) の寸法となります。 
· 平面要素に対しては、これは、平面度 (FL) 
の寸法となります。 
· 線要素に対しては、これは、真直度 (ST) 
の寸法となります。 
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• 公称値 - 
このカラムには公称値があります。それらをクリックして、異なる数値を入力することに

よって、公称値を上書きすることができます。 

• +公差 / -公差 - 
これらの列はFCFで使用される様々な軸の正負公差を入力するためのフィールドを提供し

ます。PC-
DMISはこれらの公差値をサイズに関連した軸に適用し、位置をコントロールする軸はFCF
で主要な公差を使用します。 

• 要素公称値の更新 - 
このカラムは、公称値に加える変更がFCFだけでなく要素にも同様に適用されるかどうか

判断します。 

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

このエリアは輪郭寸法に使用する最良適合アルゴリズムおよび作業面を定義します。 

 
線輪郭寸法の輪郭オプション 

 
面輪郭寸法の輪郭オプション 

このエリアを可能にするために、これらの条件を満たさなければなりません: 

• 線輪郭、または表面輪郭の寸法を作成します。 

• 「フィーチュア制御フレームオプション」エリアから、「フィーチュア制御フレーム」タ

ブを選択し、セグメントエリアから、シングルのセグメントを選択します。 

線輪郭寸法の輪郭エリアはこれらのアイテムを含んでいます: 

• 適合なし - アラインメントが作成されません。 
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• LEAST_SQR（最小二乗） - 
この適合は、偏差の二乗の合計が最小化される位置を見つけます。この方法では、[形状の

み] 
オプションは、曲線が公称値の形状に近いことを検査している間に、要素の位置を無視す

ることが可能となります。直線など、2次元要素の曲率がほとんどない場合は 
VECTOR_LST_SQR適合の代わりにLEAST_SQR適合を使用することを推奨します。 

• VECTOR_LST_SQR - (ベクトル最小二乗) 
この適合は、入力要素の誤差を理論ベクトル上にスナップし、それから偏差の誤差の二乗

の合計を最小化します。円など、2次元要素の曲率が大きな場合は 
LEAST_SQR適合の代わりにVECTOR_LST_SQR適合を使用することを推奨します。 

• 最小/最大 - この適合は最小領域 (チェビシェフ) 
方式を使用して最大偏差の誤差を最小化します。この適合はASME Y14.5およびISO 
1101規格に適合するために必要です。 

• 最適化 - 
この適合は、汎用アルゴリズムを使用してデータが線のプロファイルの測定結果に合格し

たか失敗したかを判断します。他の適合方式向けに 0.0 
から変更が通常許されていないものより低い公差値を特定することもできます。 

• 作業平面線プロファイル寸法を用いるとき、PC-DMIS 
は、個々のヒットのデビエーションを最小化するために選択された作業平面内で、全方向

に回転および解釈する内部2次元アラインメントを作成します。曲線の2次元投影とは異な

る作業平面を選択すると、不正確な計算に終わります。 

面輪郭寸法の輪郭エリアはこれらのアイテムを含んでいます: 

• 適合なし - アラインメントが作成されません。 

• LEAST_SQR - (最小二乗) 
この適合は、偏差の二乗の合計が最小化される位置を見つけます。この方法では、[形状の

み] 
オプションは、曲線が公称値の形状に近いことを検査している間に、要素の位置を無視す

ることが可能となります。平面など、3次元要素の曲率がほとんどない場合は 
VECTOR_LST_SQR適合の代わりにLEAST_SQR適合を使用することを推奨します。 

• VECTOR_LST_SQR （ベクトル最小二乗） - 
この適合は、平均二乗誤差を最小化する前に、入力要素の誤差を理論上のベクトル上にス

ナップします。円など、3次元要素の曲率が大きな場合は 
LEAST_SQR適合の代わりにVECTOR_LST_SQR適合を使用することを推奨します。 

CADの反復と再貫通 
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このエリアは単に形状のみの場合では輪郭寸法のみのために表示されます。現在、このエリアでは

この反復および再貫通操作を行うかどうか、そしてどの[公差]および[最大反復数]の値を使用する

かを定義できます。PC-
DMISは、理論値及び測定ヒットに一致しようとするために、調整を内部的に使います。 

 

このエリアの詳細情報については、「アラインメントを使用した作成」章の「最適化整列ダイアロ

グ ボックスの説明」トピックの同じ[反復およびCADの再貫通]エリアを参照してください。 

フィーチャーコントロールフレームのコマンド ブロック 

以下に編集ウィンドウのコマンドモードを使用した要素コントロールフレーム(FCF)コマンドブロ

ックの構文例を示します: 

FCF6 = POSITION OF CIR1,CIR2,CIR3,... 

FEATCTRLFRAME/SHOWNOMS=YES,SHOWPARAMS=YES,SHOWEXPANDED=YES 

CADGRAPH=BOTH REPORTGRAPH=OFF TEXT=BOTH MULT=10.00 OUTPUT=BOTH 
UNITS=IN 

COMPOSITE=NO,FIT TO DATUMS=YES,OUTPUT ALIGNMENT=Datum Reference 
Frame 

SIZE TOLERANCES/4,DIAMETER,0.375,0.01,0.01 

PRIMARY 
DIMENSION/POSITION,DIAMETER,0.01,MMC,A,<MC>,B,MMC,C,<MC> 

SECONDARY 
DIMENSION/POSITION,DIAMETER,0.005,MMC,<PZ>,<len>,A,<MC>,B,MMC,<
dat>,<MC> 

NOTE/FCF6 

FEATURES/CIR1,CIR2,CIR3,CIR4,, 

FEATURE SET 

X:NOM=-1 

Y:NOM=6.0235 

Z:NOM=0 
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<NEW> 

CIR1 

X:NOM=-1 

Y:NOM=5.07 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR2 

X:NOM=-2 

Y:NOM=6.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR3 

X:NOM=-1 

Y:NOM=7.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR4 

X:NOM=0 

Y:NOM=6.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

DATUMS 

D2:NOM=1,+TOL=0.01,-TOL=0.01 

要素コントロールフレーム名= FCF型(寸法型) または要素リスト。 

要素の一覧 = 
要素の一覧。4つ以上の要素がある場合、リストは楕円のセットを出力し線が適合しているか確認

します。例えば、FEAT1, FEAT2, 



要素のコントロールフレームの使用 

44 

FEAT3という具合です。複数存在する場合、パターンセットとして扱い、すべての要素は同じ要素

型である必要があります。 

SHOWNOMS = YES/NO 。YES に設定した場合、公称値を有するFCF 
の型はそれらを表示します。これには位置度、距離、間の角度、傾斜度が含まれます。 

SHOWPARAMS = YES/NO 
。YESに設定すると、次のパラメータがテキストとともに表示されます: CADGRAPH, 
REPORTGRAPH, テキスト, マルチ, アウトプット, 単位, 複合, 基準に適合, 
アウトプット整列。オフにすると、これらの同じオプションが表示されません。 

SHOWEXPANDED = 
YES/NO.。YESに設定すると、要素コントロールフレームは括弧の中に説明を付けて空白のフィー

ルドを表示します。オフの場合、空のフィールドが空白として表示されます。 

<MC> - 実体条件 

<D> - 直径 

<Dim> - 寸法または FCFタイプ 

<PZ> - 投影範囲 

<num> - 要素の番号 

<nom> - 要素サイズの公称値 

<+tol> - プラスの公差 

<-tol> - 負の公差 

<tol> - 公差 

<dat> - 基準要素 

<sym> - 測定結果記号 

<個々に注釈を追加> - 注釈フィールド – 1行目 

<オプションのデザインについての注釈を追加> - オプションのデザインについての注釈– 最終行 

CADGRAPH = OFF/ON/POSITION/FORM/BOTH – 
グラフィックの表示ウィンドウにモデルのグラフィック分析を表示します。 

• 基準要素を持つ位置度およびプロファイルの測定結果は 
OFF/POSITION/FORM/BOTH を使用します。 
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• 基準要素を持たないプロファイルの測定結果は、OFF/FORMを使用します。 

• 他のすべての測定結果に対しては、OFF/ON を使用します。 

REPORTGRAPH = OFF/ON/POSITION/FORM/BOTH – 
レポートにグラフィック分析を表示します。 

• 基準要素を持つ位置度およびプロファイルの測定結果は 
OFF/POSITION/FORM/BOTH を使用します。 

• 基準要素を持たないプロファイルの測定結果は、OFF/FORMを使用します。 

• 他のすべての測定結果に対しては、OFF/ON を使用します。 

TEXT = OFF/ON/POSITION/FORM/BOTH – レポートにテキスト形式の分析を表示します。 

• 基準要素を持つ位置度およびプロファイルの測定結果は 
OFF/POSITION/FORM/BOTH を使用します。 

• 基準要素を持たないプロファイルの測定結果は、OFF/FORMを使用します。 

• 他のすべての測定結果に対しては、OFF/ON を使用します。 

MULT = メインCADグラフィックでグラフィカル分析を拡大/縮小する正の数値です。 

OUTPUT = STATISTICS/REPORT/BOTH/NONE – 
xstats11.tmpファイル、出力レポート、またはその両方に要素コントロールフレームの計算を含む

か、どちらにも含みません。 

COMPOSITE = YES/NO 
。「YES」に設定する場合、要素コントロールフレームは、主要、及び、第二寸法線を要素合成寸

法として表示します。これは、位置度と輪郭寸法でのみ利用可能です。 

FIT TO DATUMS = YES/NO 。このオプションは位置度の FCF 
に対してのみ利用可能です。「YES」に設定の場合、基準面の移動を最小限にする最適の適合を見

つけるために、基準面の最適適合計算が行われます。 

OUTPUT ALIGNMENT = 
基準要素参照フレーム/現在のアラインメント。このオプションは位置度の FCF 
に対してのみ利用可能です。基準面参照フレームが選択されると、X、Y、Zの位置付けが基準点参

照フレームに相対して表示されます。現時点での整列が選択されると、X、Y、Zの位置付けがその

時点でのパーツ配置に相対して表示されます。 

UNITS = IN/MM。FCFに使用する単位はその情報を表示します。 
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SIZE TOLERANCES = 
要素コントロールフレームの最上位の線を示します。いくつかのFCF型に対してはこの行は表示さ

れません。この線は下記を表示します: 

• 選択された要素の数 

• 直径記号が使用されているか否か 

• 要素の公称サイズ 

• 公称値に適応されたサイズの公差 

PRIMARY DIMENSION または DIMENSION = 
FCFの2番目の可能な線を示し、FCFの第1の型を含みます。一部のフィールドは、いくつかの 
FCF タイプにのみ有効であることに注意して下さい。この線は下記を表示します: 

• FCF タイプ 

• 直径記号が使用されているか否か 

• メイン公差値: 

• 素材条件がメイン公差に適用されます。 

• 投影公差ゾーンの符号 

• 投影公差ゾーン値 

• 第1基準要素 

• 第1基準要素実体条件 

• 副基準要素 

• 第2基準要素実体条件 

• 第3基準要素 

• 第3基準要素実体条件 

第2寸法が特定のFCFの型に対して不可能である場合、この行は単にタイトル[寸法]を使用します。 

SECONDARY DIMENSION = 
FCFの3番目の可能な線を示し、FCFの主要型を含みます。多くのFCFの型は第2寸法について何も

表示しません。さらに、いくつかのフィールドはいくつかのFCFの型のみに有効です。この線は下

記を表示します: 
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• 要素の種類 

• 直径記号が使用されているか否か 

• メイン公差値: 

• 素材条件がメイン公差に適用されます。 

• 投影公差ゾーンの符号 

• 投影公差ゾーン値 

• 第1基準要素 

• 第1基準要素実体条件 

• 副基準要素 

• 第2基準要素実体条件 

• 第3基準要素 

• 第3基準要素実体条件 

第2測定結果が有効である場合、第2測定結果はASME Y14.5 1994 
測定結果および公差の算出に関する規格に従って導出されなくてはなりません。 

NOTE = 
FCFの最終行を示します。それは、テキストの付記を表示します。メインのグラフィックス画像で

FCFの識別を容易にするために、このフィールドは、デフォルト設定として、FCFのIDを表示しま

す。 

NOMINAL LINES: 
これらのフィールドはFCF内部の寸法の公称値を表示します。はじめに、複数の要素が選択された

場合、結果となるパターン要素セットの公称位置を表示します。次に、個々の要素の公称位置を表

示します。最後に、サイズを持つ基準要素の公称サイズおよび公差を表示します。これらの各グル

ープに、FCF向けの[GD&T]ダイアログ 
ボックスの[詳細設定]タブに表示するために選択した公称値をリスト表示し、表示される各軸のオ

ン/オフ設定が可能になります。編集ウィンドウでその他の公称値の表示をオンにするには、<NE
W>行のトグルを切り替えて利用可能であるが現在表示されていない軸を表示します。 

FEATURE SET 

X:NOM=-1 

Y:NOM=6.0235 
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Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR1 

X:NOM=-1 

Y:NOM=5.07 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR2 

X:NOM=-2 

Y:NOM=6.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR3 

X:NOM=-1 

Y:NOM=7.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

CIR4 

X:NOM=0 

Y:NOM=6.008 

Z:NOM=0 

<NEW> 

DATUMS 

D2:NOM=1,+TOL=0.01,-TOL=0.01 

  

フィーチャーコントロールフレームの三面体 
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編集ウィンドウでFCFコマンドを選択した場合、そのコマンドは基準要素の参照フレームを使用し

、PC-DMISは青黄色の三面体を表示して 
FCFの参照フレームを示します。これは、パートの現在のアラインメントを示すのに使われる赤緑

色の三面体とは異なります。 

次のイメージは赤と緑で整列の三面体を示して、青と黄色でFCFの三面体を示します: 

 
FCF三面体(上)および整列三面体(下) 

同時評価を行うフィーチャーコントロールフレーム 

[挿入 | 寸法 | 
同時評価]メニュー項目は同時評価ダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスは

、測定ルーチンの内部で、SIMULTANEOUSコマンドを作成します。このコマンドでは2つ以上の

位置度の要素コントロールフレーム(FCF)、または2つ以上の輪郭(線または面)のFCFを同時に評価

します。 

例: 
パーツに２つの穴セットがあり、一方のセットの穴はもう一方のセットの穴とは違うサイズですが

、それらがすべて1つのセットにあるかのように孔の位置度を評価したい場合、[同時評価]コマンド

を使用することができます。はじめに、各孔のセットに対して1つずつ、2つの位置度のFCFを別々

に作成します。次に、[同時評価]コマンドを利用して両方のFCFを同時に評価します。 
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[同時評価]ダイアログ ボックス 

右手の一覧は、同時評価コマンド用に利用可能な、すべてのフィーチャー制御フレーム (FCF) 
コマンドを表示します。これは位置度または輪郭の寸法向けのFCFをリスト表示します。右側のリ

ストより同時評価に含めたい項目を選択します。項目を選択すると、[追加]ボタンがアクティブに

なります。複数のアイテムを選択するには、Ctrlキーを押したままでアイテムを選択してください

。[クリア]ボタンをクリックすると、ハイライトした項目が選択解除されます。 

[追加]ボタンをクリックして選択された項目を左側の[要素制御フレーム]エリアのリストに追加しま

す。左側のリストでは同時評価コマンドで評価されるFCFが定義されます。 

ユーザは同時に評価されるから項目を削除したい場合は、左側のリストから、削除したいものを選

択し、[削除]をクリックします。これはアイテムを削除して、右側のリストでそれらを再表示しま

す。 

目的のFCFSが左側のリストに追加されて、編集ウィンドウにSIMULTANEOUSコマンドを作成す

る準備ができたら、[作成]をクリックします。左側のリストには、少なくとも2 
FCFSを持っている必要があります。 

コマンドモードでは、これは以下のようになります: 

SIMUL1 =SIMULTANEOUS/FCF2,FCF3,FCF4,, 

同時評価のルール: 

• 同時に評価されたFCFsは、位置、表面形状、あるいは線輪郭の寸法でなければなりません

。 

• 同時評価は形状、方向及び振れの寸法には機能しません。 

複合位置度または複合輪郭の同期要求（ SIM REQT ）は現在、支援されていません。 

複合位置または複合輪郭の FCF 
に対しては、低いほうのセグメントは同時に評価されません。これは、ASME Y14.5 同時評価 
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(1994 および 2009) のデフォルト要件に準拠しています。複合引き出し線の同時評価に対する 
Y14.5 の規格によると、低いほうのセグメントを同時に評価するためにはユーザーは SIM REQT 
を明示的に複合引き出し線の低いほうのセグメントの隣に置く必要があります。ただし、PC-
DMIS は現時点で低いセグメントのSIM REQTをサポートしていません。 

輪郭同時評価のレポート: 
PC-DMIS 2009 MR1 
以降では、異なる公差で同時評価された輪郭のFCFを持つ複数スキャンのレポート機能が強化され

、個々のFCFの公差がレポートに表示されるようになりました。例えば、下の図では3つの輪郭のF
CFの寸法(PRF1, PRF2, および PRF3)が同時評価されており、以下のように表示されています: 

 
3つのプロファイルのFCFの公差を表示しているテキストレポートの例 

これら3つのプロファイルのFCFのグラフィカル分析をレポートに表示したい場合、これらサンプ

ルコマンド行は以下のようになり、評価コマンドを参照するANALYSISVIEWコマンドを作成する

ことが可能です。これらのサンプルコマンドラインに示されているように、これは、同時評価コマ

ンドを参照します。 

SIMUL1 =SIMULTANEOUS/PROF1,PROF2,PROF3,, 

ANALYSISVIEW/SIMUL1,, 

   

次に、グラフィック分析がレポートウィンドウに表示されます: 
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3つのプロファイルのFCFを同時評価するコマンドのグラフィック分析例 

位置要素の制御フレームの測定結果情報 

このトピックでは位置度の要素制御フレーム (FCF) 測定結果についての注記と説明を表示します。 

位置度 FCF の規則 

位置度の規則は「要素制御フレーム (FCF) 寸法の使用規則」トピックに説明されています。 

ｻｲｽﾞ記号 

測定結果を算出するのに円形要素 (円、円筒、または球) を選択した場合、FCF 
のサイズ公差を定義する線上で使用するサイズシンボルの種類を決定できます。デフォルトでは、

シンボルの直径が使用されます：  

ただし、直径の代わりに半径を使用して要素のサイズを測定する場合、代わりに半径記号: 
Rを選択できます。 

[作成]をクリックすると、PC-
DMISは寸法を作成し、選択した寸法の記号の種類に基づいて要素の公称サイズの値と任意の公差

値を計算します: 

• 直径記号を選択すると、PC-DMISは要素の公称直径を使用します。 

• 半径記号を選択すると、PC-
DMISは要素の公称直径の半分の値を使用します。公差値は半径の公差(直径公差の半分の

値)です。 
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例えば、下記のイメージは、同じ公称サイズと公差値を使用して測定した完全に同じ4つの円要素

を示していますが、選択したサイズ記号により異なる計算方法が用いられています: 

 
直径をサイズに使用 

 
サイズに半径を使用 

これらの値は編集ウィンドウやレポートウィンドウなど、PC-
DMISのほかのエリアで使用されます。 

位置度に投影された公差領域の特定 

 

時には、要素の境界を越えて公差域を投影する必要があります。これは、典型的には、嵌合部品と

共に使用されます。<PZ>コンパートメントから投影範囲の記号(円内部の文字P)を選択することで

位置度のFCF向けに投影された公差領域を定義できます。<len>コンパートメントでは、サイズの

要素以外のと投影されたゾーンの高さをタイプする必要があります。高さの値は、相手の要素の最

大の高さと一致する必要があります。 

ローカル最大値と最小サイズの報告 

ユーザは、自動円筒要素の局所的な最大値と最小サイズを報告することができます。 

手順は次のとおりです: 

1. 要素一覧から、自動円筒要素を選択します。 

2. 要素コントロールフレームエディタ領域から、位置の符号 を選択します。 

3. 要素コントロールフレームオプションエリアのGD＆Tの標準一覧から、ISO 
1101を選択して、ローカルサイズ一覧を表示します。 
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4. ローカルサイズ一覧から、ローカル: 最大と最小を選択します。 

5. 作成をクリックします。 

レポートが生成されると、自動円筒要素の局所的な最大値と最小サイズは、二列として表示されま

す： LOCAL MAXとLOCAL MIN、次の例に示すように： 

 

位置レポート様式 

PC-DMISが、レポート·ウィンドウに次のことを報告します: 

• セット全体の偏差だけではなく、セットの中の各要素の偏差。これは、要素のパターンで

各要素が公差外であるか判断する際に便利です。 

• (サイズの基準要素を使用した)基準要素の適合の結果、シフトされた基準要素の位置。 

• X、Y、Zに沿った基準要素のシフト全体およびU、V、Wへの回転は適合アルゴリズムで実

行されます。 

位置度の FCF をレポートする場合、多くの情報が利用可能です。混乱を避けるために、また FCF 
が計算にどう影響するかを知るために、PC-DMIS はこの情報を4つに分割しました。 

• サイズ情報。これは、フィーチャーの位置付けとは別々に、評価されます。 

• メイン フィーチャー、または、セットの、ボーナス公差に関する情報 

• 基準面の移動と回転を含む、基準面に関する情報 

• 要素またはセットの位置情報。 
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補充の情報は非常に役に立ちます。例えば、基準要素のシフト情報は、公差範囲外の位置度の寸法

では重要な因子となる場合があります。ユーザは、要素またはデータムが間違った場所にあるかど

うかを伝えることができます。 

視覚的な例については「要素コントロールフレームのレポートテーブル」を参照してください。 

  

  

平行度要素の制御フレームの情報 

平面の平行度向けに投影された公差領域の特定 

寸法が出された要素が平面要素である場合、<PZ>コンパートメントから投影範囲の記号(円内部の

文字P)を選択することで平行度のFCF向けに投影された公差領域を定義できます。次に、<len>コ
ンパートメントに値を入力することで平面領域のサイズを定義できます。 

 
投影された公差領域の選択 

 
投影された公差領域のサイズの定義 

長さ/幅で投影された公差領域のサイズを指定 - 
スラッシュで区切られた2つの数値を入力して、作業平面の最大/最小軸に沿った範囲の長さ/幅を示

す投影された公差領域のサイズを指定できます。つまり、作業平面がXYで10/15と入力した場合、

長さ10はX方向(主軸)に沿って、幅15はY方向(短軸)に沿うことになります。長さと幅は実際の平面

で測定されます。現在アクティブな作業平面の軸は実際の作業平面の長さと幅の方向を定義するた

めだけに使用されます。 

投影された公差領域のサイズを直径とする - 
さらに、投影範囲の<len>値には1つの数値のみを入力することもできます。これは、平面が円筒状

のピンの終端である場合に使用されます。この場合、投影領域の値は平面の直径を示します。 

その他の要素の平行度向けに投影された公差領域の特定 
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測定された要素が非平面要素である場合（円筒など）、投影された領域は常に単一の値であり、垂

直度、傾斜度、または位置度に対する投影範囲と同じ意味を持ちます。 

平行度の評価についての注記 

注意: 平行度の評価は作業平面や測定結果を導出する要素にかかわらず3次元で行われます。 

対称フィーチャーコントロールフレーム寸法の作成   

「旧式の対称度の測定結果」を使用して利用可能なものを探すよりも、対称度の要素コントロール

フレーム (FCF) 
の測定結果を変更して、入力要素と基準要素の種類を増やすことができます。これらの変更によっ

て、より簡単に対称寸法を作成することができ、それらの対称寸法をより広範囲の寸法測定問題に

適用することができます。GD&T 対称ダイアログ 
ボックスは、どのような変更も不可能です。変更は、みなされるフィーチャーと基準面の内部照合

、及び、内部公差分析に対してのみ加えられます。 

PC-
DMISが対称度の点を評価するに使用する、基準要素の参照フレームを構築する基準要素を使用す

る必要があります。単一の第1基準要素、または第1および第2基準要素を指定して垂直度の制約を

適用することができます。 

• 単一の第1基準要素を指定した場合、それは位置決定の基準要素となり、対称度の測定結果

の公称値(ゼロの偏差)の位置を定義します。   

• 2つの基準面を特定する場合、 
第二の基準面上に垂直度制限が設けられます。この場合、第2基準要素は位置付け基準要素

となり対称度の測定結果の公称位置 (偏差0) を定義します。基準要素の参照フレームは 
(位置度の評価で行ったように) 
第2基準要素が第1基準要素に向くような制約で解決します。位置付け基準面が平面の場合

、例えば、A-
Bのように、それは、2平面基準面を参照する複合基準面として特定される可能性がありま

す。この場合、A と Bの中間-
平面が、平面基準面として使用されます。基準面は常に、RFSで特定されます。 

別の対称度の入力要素に対する特定の基準要素の情報については、下記の表の「説明」欄を参照し

てください。 

対称FCF寸法用のフィーチャーのタイプ 

現在、PC-DMIS 
は以下の要素型を対称度のFCF測定結果に対する有効な入力要素とみなしています: 
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2つの平面 
これらの平面が一般的には平行である必要があります。PC-
DMISが2つの面の対称度の寸法から定義する中心面を作成します。  

2つの平面は名目上平行である必要があります。FCFはこれらを使用して内部に中

心平面を構築します。これらの中心平面は名目上、位置決定の基準要素の周りの

公差領域内に存在しなくてはなりません。 

PC-DMIS 
は中心平面の[角の点]を確認し、平面公差領域の位置決定の基準要素から[角度点]
の最大偏差の2倍の範囲内に収まっているか確認します。 

これらの[角の点]は2つの平面それぞれで実際に取ったプローブのヒットを中心平

面に投影することで計算されます。 

• 中心平面の重心から(基準要素の参照フレームの)X方向に投影された点の

最大距離により、中心平面の「長さ」が決定されます。 

• 中心平面の重心から(基準要素の参照フレームの)Y方向に投影された点の

最大距離により、中心平面の「幅」が決定されます。 

「長さ」および「幅」で中心平面の重心に関係する角の点が計算されます。投影

すべき実際のプローブヒットが存在しない場合(例えば、2つの平面が構築された

平面そのものである場合)、中心平面の重心が公差領域内にあるかのみチェックさ

れます。 

基準面情報 
1つの基準要素 - 
これは名目上、構築された中心平面と同一面である平面です。基準点平面のベク

トルが、測定方向を定義します。 

2つの基準面 - 第一基準面: これは、組み立てられた中間-
平面と名目的に共面の平面です。2番目の要素: 
これは名目上、構築された中心平面と同一面である平面か、構築された中心平面

内に存在する軸を持つ要素です。平面である場合、2番目の基準要素平面のベクト

ルで測定の方向を定義します。軸を持つ要素である場合、中心平面のベクトルと

「二重交差」する軸の基準要素のベクトルで測定方向が定義されます。 

構築済み中心平面 
中心平面が構築されたので、そのプロセスと基準要素の情報は上記の両平面と同じです。 
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2つの線 
一般的にはこれらの線は平行である必要があります。PC-
DMISが2つの線の対称度の寸法から定義する中心線を作成します。  

2つの線は名目上平行である必要があります。FCFはこれらを使用して内部に中心

線を構築します。これらの中心線は名目上、位置決定の基準要素の周りの公差領

域内に存在しなくてはなりません。 

PC-DMIS 
は中心線の[終了点]を確認し、平面公差領域の位置決定の基準要素から[終了点]の
最大偏差の2倍の範囲内に収まっているか検証します。   

これらの[終了点]は2つの線それぞれで実際に取ったプローブのヒットを中心線に

投影することで計算されます。中心線の重心から一番遠くに投影された点により

、「終了点」が決定されます。投影すべき実際のプローブヒットが存在しない場

合(例えば、2つの線が構築された線そのものである場合)、中心線の重心が公差領

域内にあるかのみチェックされます。 

基準面情報 
ひとつの基準面 - 
この基準面は、2直線の平面に名目的に直角の平面で、それが中間-
線を含むか、または、2直線の平面に直角の平面上に名目的に軸が位置する、軸型

のフィーチャーで、それが中間-
線を含むか、のいずれかです。平面の場合、基準面平面のベクトルが測定方向を

定めます。軸型のフィーチャーの場合、測定方向は、その時点での作業平面内の

軸基準面に直角をなします。 

2つの基準面 - 第一基準面: 中間-線と名目的に直角の平面です。2番目の要素: 
これは、1つの第1基準要素と同じ条件を満たす平面要素か軸要素となります。平

面の場合、その平面のベクトルが測定方向を定めます。軸を持つ要素である場合

、測定方向は現在の作業平面上の軸の基準要素に垂直な方向となります。 

構築済み中心線 
既に中心線を構築しているので、内部プロセスは上記両線の場合で説明しているものと同じ

です。  

基準面情報 
1つの基準要素 - 
この基準要素は、名目上中心線を含む基準要素平面、または名目上中心線に平行

な軸を持つ軸要素のいずれかです。 
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2つの基準面 - 主要基準面: これは中間-
線と名目的に直角の平面です。第2基準要素: 
これは、1つの第1基準要素と同じ条件を満たす平面要素か軸要素となります。測

定方向は上記2の場合と同じように定義されます。 

両点 
FCF 
はこれらの2点を内部で使用して、位置決定の基準要素の周りの平面状の公差領域内に名目

上存在する中心点を構築します。レポートされる公差の値は、位置決定の基準要素からの中

心点の最大偏差の2倍となります。  

基準面情報 
1つの基準要素: 
基準要素に対する平面または軸要素を選択できます。平面の場合、2つの点を接続

し、中間-
点を含む、直線に名目的に直角であるべきです。基準点平面のベクトルが、測定

方向を定めます。軸型のフィーチャーの場合、2つの点を接続する直線と、中間-
点に直角である平面内の直線であるべきです。測定方向は現在の作業平面上の軸

の基準要素に垂直な方向となります。 

構築された中間点 
この場合、中間点が構築されていました。処理は、上記2点の場合と同じでなければなりま

せん。  

基準面情報 
1つの基準要素: 名目上中心点を含む平面または軸要素を特定できます。PC-
DMISは測定方向を上記4の場合と同じように定義します。 

点のセット 
PC-
DMISはセットを構成する点は位置決定の基準要素の反対側にも存在し、最初の点と2番目の

点は平面状の公差領域内に中心点を持つと推測します。これは、点のセットを使用した旧式

の対称度の寸法と同じ分析方法です。  

基準面情報 
1つの基準要素: 
平面または任意の型の要素を指定できます。この場合の分析方法は、旧式の対称

度の測定結果と同じです。 

両点のセット 
PC-
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DMISは両方の点のセットは同じ大きさで各セットの点は位置決定の基準要素の反対側にも

存在し、各セットの点は互いに反対側にあると推測します。  

PC-DMISは、この様式で、2セット内の点から中間-点を算定します : 中間-点 n 
は、第一セットのポイント n と第一セットのポイント n 
と以降各点について、このように算出されます。算出された中心点は位置決定の

基準要素の周りの平面状の公差領域内に存在しなくてはなりません。これは、点

が2つのセットから取得されることを除き、上記7の場合の分析と同じです。 

基準面情報 
1つの基準要素: 
第1基準要素に対する平面または任意の型の要素を指定できます。この分析方法は

上記7で説明されているものと同じです。 

測定または自動円、円錐または円柱 
PC-DMIS 
は入力要素から「円のセット」を計算し、そのセットの重心の対称度を検証します。  

軸要素に垂直な平面から1mm以内のプローブの点は、同じ「円のセット」に属し

ます。PC-
DMISはそれらの点を要素の軸に垂直な平面に存在する2次元の円として解析します

。すべての「円のセット」の重心は基準要素の公差領域内に存在しているか対称

度が評価されます。使用される基準要素により、公差領域は円筒または平面であ

る可能性があります。レポートされる公差の値は、位置決定の基準要素からの「

円のセット」の重心の最大偏差の2倍となります。 

基準面情報 
ひとつの基準面 - 
みなされるフィーチャーの軸を名目的に含む平面か、または、みなされるフィー

チャーの軸に名目的に一致する、軸型のフィーチャーのいずれかを選択すること

が可能です。平面の場合、その公差域は平面で、その平面のベクトルが測定方向

を定めます。軸型のフィーチャーの場合、 その公差域は円筒形です。 

2つの基準要素 - 第1基準要素: 
これは名目上、対象要素に垂直な平面です。第2基準要素: 
名目上、対象要素の軸を含む平面か、または名目上、対象要素の軸と一致する軸

要素を選択できます。平面を選択した場合、公差領域は平面で、基準要素平面の

ベクトルで測定の方向を定義します。軸要素を選択した場合、公差領域は円筒状

です。 
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構築された円、円錐はたは円柱 
PC-DMIS 
は構築された円錐または円筒要素の終了点、または構築された円の重心の対称度を検証しま

す。  

終了点はすべて位置決定の基準要素の周りの公差領域内に存在しなくてはなりま

せん。使用される基準要素により、公差領域は円筒または平面である可能性があ

ります。レポートされる公差の値は、位置決定の基準要素からの終了点の最大偏

差の2倍となります。 

基準面情報 
これは、上記9の場合と同じように分析されます。 

振れ度要素の制御フレーム測定結果の作成 

振れのFCF寸法は、しばしば選択した基準要素に参照して選択した要素の同軸度を定義するのに使

用されます。振れのFCF寸法を作成するには少なくとも1つの基準要素を選択する必要があります

。 

2つの種類の振れがあります: 

• 円形振れ -円筒要素の周りで 1つのレベルのヒット、1つの円をチェックします。 

• 全振れ - 円筒の面全体に沿って複数のレベルのヒットをチェックします。 

さらに、[GD&T]ダイアログ ボックス (挿入 | 寸法 | 
<寸法>)の[要素コントロールフレーム]タブには[軸]および[半径]の2つのオプションボタンが含まれ

ています: 

• 対象の要素が平面や平面のセットである場合は[軸]オプションのみが選択可能で、PC-
DMISは自動的に両方のボタンをグレー表示し[軸]を選択します。 

• 対象の要素が軸を持つ要素である場合、単一平面の基準要素を定義しない限りPC-
DMISはデフォルトとして[ラジアル 
]オプションのみを選択します。単一平面の基準要素を定義した場合、PC-
DMISは自動的に[軸]を選択し両方のボタンをグレー表示します。 

これらのボタンは、「要素コントロールフレーム・オプション」の下の「GD&Tダイアログボック

ス-
要素コントロールフレームタブ」トピック及び「軸方向および半径方向」のオプション」で記述さ

れます。 

軸の振れ 
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この種類の振れは円筒パートの終端面で測定されます。円筒の終端は円または平面として測定でき

ます。 

 

• 円状の軸の触れ - PC-
DMISは各円の選択を別々にチェックします(これは、円セットまたは円スキャンのセット

であり、平面や点のセットでないことを示唆しています)。基準要素の軸に垂直で2つの平

行な平面の最小広がりに基づき、各円の選択に対して軸の振れの公差が計算され、そこに

は円の選択の点すべてが含まれています。レポートされた円状の軸の振れの公差は、個別

の円の選択に対するワーストケースとなります。 
該当する要素に対し、使用可能な要素型はスキャン、円、スキャンのセット、および円の

セットです。 

• 軸の全振れ - PC-DMIS 
はすべての測定点(すべてのスキャンまたは同時に取得された円)を含み、できるだけ近く

の範囲で基準要素の軸に垂直で2つの平行な平面を検索します。これら2つの平行な平面の

広がりは軸の全振れの交差となります。 
該当する要素に対し、使用可能な要素型はスキャン、円、平面、スキャンのセット、およ

び円のセットです。 

放射状の振れ 

この種類の振れはボアまたはシャフト円筒面で測定されます。 

 

• 放射状の軸の振れ - PC-
DMISは各円のセクションを別々にチェックします(これは、円のセットまたは円のスキャ

ンのセット、または複数の円の断面を含む円筒であり、平面や点のセットでないことを示

唆しています)。基準要素の軸を中心とする2つの同心円の最小広がりに基づき、各円のセ

クションに対して放射状の振れの公差が計算され、そこには円の選択の点すべてが含まれ

ています。この2つの同心円の広がりは、その円の断面に対する円形放射状の振れとなりま

す。レポートされた円状の軸の振れの公差は、個別の円の選択に対するワーストケースと

なります。 
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  該当する要素に対し、使用可能な要素型はスキャン、円、円筒、円錐、球、スキャンのセ

ット、円のセット、円筒のセット、円錐のセット、および球のセットです。 

• 放射状の全振れ - PC-DMIS 
はすべての測定点(同時に取得されたすべてのスキャン、円、または円筒)を含み、できる

だけ近くの範囲で基準要素の軸を中心とする2つの同心円筒を検索します。これら2つの同

心円筒の広がりは放射状の全振れの公差となります。 
  該当する要素に対し、使用可能な要素型はスキャン、円、円筒、円錐、球、スキャンのセ

ット、円のセット、円筒のセット、円錐のセット、および球のセットです。 

単一の基準要素 

円状および全振れの(軸および放射)両方とも最低1つの基準要素を必要とします。  

• 1つの基準要素のみが指定され振れの種類が[放射状]の場合、基準要素は軸状の種類の要素(
円筒、円錐、線)でなくてはなりません。 

• 1つの基準要素のみが指定され振れの種類が[軸]の場合、基準要素は軸の種類の要素または

平面です。 

2つの基準要素 

振れの種類が[放射状]の場合、2つの基準要素を指定できます。 

• 一般的に、第一の基準要素は平面であり、対象の要素の軸に名目上垂直な平面となります(
この場合、軸の種類の要素)。 

• 第2基準要素は軸を持つ要素となります。 

複合基準要素 

基準要素は2つの円筒(A-
B等)を参照する複合基準要素になる場合もあります。振れの種類が[放射状]の場合、2つの基準要素

を指定できます。 

• 一般的に、第一の基準要素は平面であり、対象の要素の軸に名目上垂直な平面となります(
この場合、軸の種類の要素)。 

• 第2基準要素は軸を持つ要素となります。 

  

プロファイルの要素コントロールフレームの測定結果を持つ不均一な

公差範囲 



要素のコントロールフレームの使用 

64 

不等公差域 記号は不平等公差ゾーンを備えた輪郭寸法を有することができます。PC-
DMISはASME Y14.5-2009標準で指定された不等公差域をサポートしています。 

条件 

• 輪郭寸法の[GD&T]ダイアログボックス(挿入 | 寸法 | 
<寸法>):にある[詳細設定]タブから[ASME Y14.5]を選択する必要があります: 

 

• 要素コントロールフレーム (FCF) 
のプロファイルの測定結果を使用する必要があります(旧式の測定結果はこれをサポートし

ません)。 

注：輪郭の不均等公差域は、ISO1101から2012標準でサポートされていますが、PC-
DMISは、まだこのサポートを実装していません。こうして、GD＆Tの標準リストからISO1101を
選択すれば、PC-DMISは、このシンボルを選択する能力を隠します。 

FCFエディタ 

上記の要件が満たされている場合には、FCF輪郭の寸法の作成を開始する際、GD＆T 
ダイアログボックスの FCFエディタは次のようになります: 

 
線のプロファイルの測定結果向けの要素コントロールフレームエディタ 

<UZ>および<UTol> フィールドの追加にご注目ください。 

• <UZ> - 不均一な公差範囲 

• <UTol> - 不均一な公差値 

不均一な公差範囲の使用 

<UZ>フィールドより、[不均一な公差範囲]記号の表示を選択できます。この記号を表示する場合、

不均一な公差値を<UTol>に入力する必要があります。 
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<UTol>にプラス公差値を入力します。この値は常に正であり、0から総公差値の間である必要があ

ります。負の公差は目に見えませんが、総公差から正の公差を引くことでバックグラウンドで計算

されます。 

例えば、以下のように総公差が0.3で不均一な公差(正の公差)が0.1である場合: 

 

PC-DMISは0.3の総公差を取って正の公差0.1を差し引き、以下のように負の公差0.2を残します: 

 

不均一な公差範囲を使用しない場合 

輪郭の寸法に不均一な公差範囲を使用しない場合、総公差範囲は正と負の公差の間で均一に分割さ

れます。ゆえに、上記0.3の例を取ると、正と負の公差はそれぞれ0.15となります。 

PC-DMIS のバージョン互換性 

2010以前のバージョンに読み出された2010以降のバージョンの測定ルーチンは、不均等な公差域

記号が表示されません。また、編集ウィンドウ内のフィールドも表示しません。ただし、不均一な

正負の公差範囲は適用されています。 

2010以降のバージョンに読み出された2010以前のバージョンの測定ルーチンは、不等な公差域シ

ンボルを表示します。公差領域が同一である場合、記号は表示されません。 

フィーチャーコントロールフレームの報告表 

PC-DMIS 
には測定ルーチンのレポート作成時に出力可能な様々なレポートテーブルが用意されています。こ

れらのレポートテーブルは旧式の測定結果がレポートに表示される方法とは違う方法で表示されま

す。  

旧式の寸法はすべて１つのテーブルに表示されます。要素コントロールフレーム（ FCF 
）のレポートテーブルは、対照的に、より明瞭的に見えるレポートを提供するFCFの異なるセクシ

ョンに応じて分割されています。例えば、FCFのサイズ部分を表示するテーブルが１つと、形状の

情報を表示するもう１つのテーブルがあります。 
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視覚的な例として、レポートウィンドウに以下のような旧式の位置度の測定結果があると想定しま

す： 

 
旧式の位置度の測定結果を単一テーブルとしてレポートした例 

レポートウィンドウで FCF 位置度の寸法との対比を以下に示します： 

 
位置度の FCF 測定結果を複数テーブルとしてレポートした例 

実際に、FCFの位置が、以下の情報を表示する別の表を含むことに注意して下さい: 

• サイズ 

• 位置付け 

• 基準要素シフト 

• まとめ’ 



要素のコントロールフレームの使用 

67 

その他の FCF 
寸法すべてもまた、類似の報告スタイルを使用します。これらのレポートテーブルは、旧式寸法に

使用するスタイルが違う一方で、より簡単、明瞭な寸法の読み方が用意されています。 

基本要素シフトについてのメモ 

データムの参照フレームが完全に制限されていないときだけ、ＰＣ - DMIS 
はデータムシフトテーブルを報告します。上のイメージで、例えば、第二のデータムは MMC 
です、それでシフトＸとシフトＹは第二のデータムでボーナスが及ぶ範囲まで拘束されません。(
「GD&Ｔダイアログ ボックス－ 
詳細タブ」トピックの「データムに適合する」の記述を見てください）。 

位置基準フレームが単に部分的に抑制される時、抑制される自由度は実際の値(たとえ、内部に、

値は0でも)の代わりに「固定した」テキストを示します。これは、抑制される程度と、自由なもの

を区別することをより簡単にします。データムのリファレンスフレームが完全に制限されていると

き、ＰＣ - DMIS 
はすべてのシフトの値と回転がゼロであるため、データムシフト表を報告しはしません。 

下記の例は第二のデータムはRFSである以外、レポートは上記と同じであることを示しています。

この場合報告にデータムシフト表がないことに気付いてください。 

 
データムシフト表のない位置のFCF寸法のサンプルレポート 

  

円柱度 

円筒度形状公差はサイズ、方向及び位置をコントロールせずに円筒要素の形をコントロール

します。対象の円筒表面は、その半径が指定された公差値によって異なる2つの同心円筒で

囲まれた公差域内になければなりません。円筒度は円筒の真円度、真直度、及びテーパーをコント

ロールします。材料条件修飾子及び基準要素は許されません。 
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(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A .001幅の公差ゾーン。 

  

円筒度のチェック 

対象要素：測定の円筒、自動円筒、および構築の円筒。 

1. 挿入 | 寸法 
メニューか、または寸法 ツールバーから、円筒度を選択して、XactMeasure GD&T 
ダイアログボックスを表示します。 

2. 要素エリアから、少なくとも6つのデータポイントを含む1つ以上の円筒要素を選択します

。 

3. 要素コントロールフレームのエディターエリアから、要素コントロールフレーム(FCF)の
公差値を定義します。 

4. 作成をクリックして、円筒度寸法を計算します。 
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5. 閉じるをクリックして、XactMeasure GD&Tダイアログ ボックスを閉じます。 

6. ステータス ウインドウ(表示 | 他のウインドウ | ステータス ウインドウ) 
や、レポートウインドウ(表示 | 
レポートウインドウ)を開くことで、結果を表示します。円筒要素が円筒度公差範囲外にな

れば、PC-DMISはテキストを赤く着色します。 

 

 

（A）測定値は、円筒の測定された表面の点のすべてを含むつの同心円筒間の最小半径方向

の距離を計算することによって決定されます。 

測定値が公差値の範囲にあれば、円筒は円筒度公差を合格します。 

真円度 

真円度の形状公差は、サイズ、向き、または位置を制御せず、回転面のすべての2D断面の形状を

制御します。対象の円の表面は、その半径が指定された公差域によって異なる2つの同心円で囲ま

れた公差域内になければなりません。要素のすべての2D断面は、軸に垂直な面で評価されなけれ

ばなりません。材料条件修飾子及び基準要素は許されません。 
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(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A .001幅の公差ゾーン。 

注記：Romer 
アームというような手動測定装置を使用する場合、ユーザは精確に円錐または円環要素の真円度を

測定することはできません。異なる平面状の断面から測定データを取る場合、PC-
DMISは、形状誤差などの表面の公称変動を解釈します。 

球体の真円度 

真円度公差は球に適用することができます。共通の中心点を通る平面内の要素のすべての2D断面

を評価する必要があります。この場合、真円度公差は、その半径が指定された公差によって異なる

2つの同心球で囲まれた公差域を指定します。 

対象要素は球体です。 

真円度のチェック 

対象要素：測定の円、測定の球、自動円、自動球、構築の円、および構築の球。  
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1. 挿入 | 寸法 
メニューか、または寸法 ツールバーから、真円度を選択して、XactMeasure GD&T 
ダイアログボックスを表示します。 

2. 要素エリアから、それぞれ少なくとも4つのデータポイントを含む1つ以上の円要素を選択

します。 

3. 要素コントロールフレームのエディターエリアから、要素コントロールフレーム(FCF)の
公差値を定義します。 

4. 作成をクリックして、円筒度寸法を計算します。 

5. 閉じるをクリックして、XactMeasure GD&Tダイアログ ボックスを閉じます。 

6. ステータス ウインドウ(表示 | 他のウインドウ | ステータス ウインドウ) 
や、レポートウインドウ(表示 | 
レポートウインドウ)を開くことで、結果を表示します。要素が真円度公差範囲外になれば

、PC-DMISはテキストを赤く着色します。 
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（A）測定値は、測定された円の表上点のすべてを含むつの同心円間の最小半径方向の距離

を計算することによって決定されます。 

すべての測定値は公差値の内にあれば、円柱、円錐、またはトーラスは、真円度公差に合格

します。 

平面性 

平面度形状公差は方向及び位置をコントロールせずに平面要素の形をコントロールします。 
考えられた平面の表面は、指定された公差値に等しい距離によって分けられる２つの平行平

面によって限界された公差ゾーンに存在しなければなりません。 
総体的な平面度の上、同様に単位面積基準上の平面度を指定することもできます。 
材料条件修正子及び基準要素は許されません。 

 
(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A .010幅の公差ゾーン。 

単位面積当たりの平面度 

単位面積チェックボックスを使用すれば、単位面積の原則で平面度を指定することができます。こ

れは複合要素制御フレームを作成し、そこで、2つの独立公差は同じ平面度符号を共用します。 
ここで示される前向きの四角形のシンボルは、単位面積は四角形であることを示します： 

 

スラッシュに先行する数は、公差を決定します。 
四角形シンボルに続く数は、四角形の単位エリアのサイズを決定します。 
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単位につき平面度は、全体平面度を細分し、そして、全公差より小さな公差値を選ばなければなり

ません。 

 
(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A 
.010幅の公差ゾーン。(D) 1x1単位面積の.003幅の公差ゾーン。 
緑線の各ペアは、個々の単位面積を表します。 

単位エリアにつき平面度は、平面の点データを各々が指定されたサイズの四角形の中に落ちるサブ

セットに分けることによって計算されます。各々のデータ・サブセットの平面度は、サブセットに

測定点の全てを含む２つ平面に平行した平面の間の最小距離を計算することによって決定されます

。平面の点データは、データのサブセットごとに少なくとも四つの点を含むように十分濃くなけれ

ばなりません。ソフトウェアがすべての単位エリアの平面度を計算したあと、それは最悪の測定値

を使います。 
最悪の場合の測定値が単位面積公差値の範囲にあれば、平面は単位面積につき平面度公差を合格し

ます。 

 

平面度の確認 

配慮要素： 測定平面、自動平面及び構築済み平面。 
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1. 挿入 | 寸法 
メニューか、または寸法 ツールバーから、平面度を選択して、XactMeasure GD&T 
ダイアログボックスを表示します。 

2. 要素エリアから、少なくとも4つのデータ点を含む平面要素を選択してください。 

3. 要素コントロールフレームのエディターエリアから、要素コントロールフレーム(FCF)の
公差値を定義します。 

4. 単位ごとに基づいて公差を細分したいと思ったら、単位面積チェックボックスにを付けて

下さい。 
要素コントロールフレームエリアの新規追加された線で、公差及び単位のサイズを定義し

て下さい。 

5. 作成をクリックして、平面度寸法を計算します。 

6. 閉じるをクリックして、XactMeasure GD&Tダイアログ ボックスを閉じます。 

7. ステータス ウインドウ(表示 | 他のウインドウ | ステータス ウインドウ) 
や、レポートウインドウ(表示 | 
レポートウインドウ)を開くことで、結果を表示します。平面要素が平面度公差範囲外にな

れば、PC-DMISはテキストを赤く着色します。 
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平面の平面度 

 

 

（A）測定値は平面の測定された表面の点のすべてを含む2つの平行な面間の最小距離です

。測定値が公差値の範囲にあれば、平面は平面度公差を合格します。 

  

単位面積当たりの平面度 
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（A）測定値は平面の測定された表面の点のすべてを含む2つの平行な面間の最小距離です

。測定値が公差値の範囲にあれば、平面は平面度公差を合格します。 

（B）下側セグメントの測定値は、単位面積当たりの2つの平行な面間の最小距離です。こ

れは単位面積セグメントごとの中で最悪の偏差です。 

真直度 

真直形状公差は、向きや位置をコントロールせずに2D線要素や3D軸の形状を制御します。

両方とも同じシンボルを使います、しかし、要素コントロールフレーム（FCF）は以下に示

すように要素が大きな差別を持っています： 

 
(A) 線の真直度。(B) 軸の真直度。 

線の真直度 

線の真直度は、平面、円筒形、または円錐面のすべての線要素を制御する2D仕様です。真直度公

差は制御された要素が直線で表されているビューに適用されます。各線要素は、指定された公差値
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によって分離された2つの平行線で囲まれた公差域内になければなりません。材料条件修飾子及び

基準要素は許されません。 

 
(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A .001幅の公差ゾーン。 

注記：このようなRomer 
アームというような手動測定装置を使用する場合、ユーザは精確に円筒または円錐の線要素の真直

度を測定することはできません。異なる平面状の断面から測定データを取る場合、PC-
DMISは、形状誤差などの表面の公称変動を解釈します。 

軸の真直度 

軸の真直度は、円筒の軸、または派生の正中線を制御する3D仕様です。 PC-
DMISは自動的に各円形断面の中心点を計算することによって、対象円筒から派生正中線を構築し

ます。派生の正中線は、指定された公差値に等しい直径を有する円筒公差域の中になければなりま

せん。軸の真直度は、材料状態修飾子を持つことが許されますが、基準要素を許可しません。 

 
(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。（C）0.381の仮想状態。（D
）A0.001直径公差域。 

注記:平面の断面で測定されたデータを取得しなければ、ソフトウェアは、表面データから導出正

中線を構築することができないかもしれません。 

円筒上で真直度を評価する場合、少なくとも3つのレベルのプローブヒットを取る必要があります

。さらに多くのヒットを取ると、円筒の真直度をより正確に評価できます。 

実体条件で円筒の真直度寸法を付ける場合、XactMeasure GD&T ダイアログボックスの[詳細] 
タブは [位置度] 
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エリアにDF軸を表示して、ボーナスの計算の寸法公差を入力することを可能にします。「GD&T 
ダイアログボックス - 詳細タブ」参照してください。 

 
[位置度] エリアに DF 軸が表示された [詳細] タブの例 

単位長さの線の真直度 

単位当たりのチェックボックスを使用する場合、全体の真直度に加えて、単位長さ当たりベースで

の真直度公差を指定することができます。これは、2つの別々の公差が同じ真直度符号を共有する

複合FCFを作成します。 
FCFの上限セグメントは、全体真直度公差を指定します。FCFの下部セグメントは、より小さな公

差値で全体の真直度を定義します。スラッシュに先行する数は、公差を決定します。スラッシュに

続く数は、単位の長さを決定します。これは公差域が指定された長さ当たりのみにわたって適用さ

れる真直度の公差を作成します。小さな公差域は考慮要素の全長に浮遊します。 

注記：また、円筒軸（この例で示されない）の真直度に単位長さ当たりを使用することができます

。 

 

(A)もし図面にこれを持っている場合。(B)それはこれを意味します。(C) A 
.005幅の公差ゾーン。(D) 
単位長さの.001幅の公差ゾーン。緑線の各ペアは、個々の単位長さを表します。 

単位長さ当たりの真直度は、線の点データを各々が指定されたサイズの長さに落ちるサブセットに

分けることによって計算されます。各々のデータ・サブセットの真直度は、サブセットに測定点の
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全てを含む２つ平面に平行した平面間の最小距離を計算することによって決定されます。考慮要素

のデータは各データサブセット内の少なくとも3点を含むのに十分密でなければなりません。ソフ

トウェアは、すべての単位長さに真直度を計算した後、最悪の測定値が使用されます。最悪の測定

値が、単位当たりの公差値の範囲内にあれば、対象要素は、単位長さ当たりの真直度公差に合格し

ます。 

 

真直度のチェック 

対象要素：測定の線、測定の円筒、自動線、自動円筒、構築の線、および構築の円

筒。 

 
1. 挿入 | 寸法 メニューか、または寸法 ツールバーから、真直度を選択して、XactMeasure 

GD&T ダイアログボックスを表示します。 

2. 要素エリアから、少なくとも3つのデータ点（3の断面）が含まれている線または円筒要素

を選択します。 
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3. 要素コントロールフレームのエディターエリアから、要素コントロールフレーム(FCF)の
公差値を定義します。 

4. 単位ごとに基づいて公差を細分したいと思ったら、単位面積チェックボックスにを付けて

下さい。 
要素コントロールフレームエリアの新規追加された線で、公差及び単位のサイズを定義し

て下さい。 

5. 真直度の寸法を計算するには作成をクリックします。 

6. 閉じるをクリックして、XactMeasure GD&Tダイアログ ボックスを閉じます。 

7. ステータス ウインドウ(表示 | 他のウインドウ | ステータス ウインドウ) 
や、レポートウインドウ(表示 | 
レポートウインドウ)を開くことで、結果を表示します。円筒要素が円筒度公差範囲外にな

れば、PC-DMISはテキストを赤く着色します。 

線の真直度 

 

 

（A）測定値は対象線のすべての点（ヒット）を含む2つの平行線間の最小距離です。測定

値が公差値の範囲にあれば、平面度公差に合格します。 

軸の真直度 
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測定値は、考慮導出線の点を含み、円筒の最小直径です。測定値がMMC / 
LMCサイズのボーナスを加えた公差値以内であれば、真直度公差に合格します。 

単位長さの線の真直度 

 

 

（A）上部セグメントの測定値は線の長さを渡る対象線のすべての点（ヒット）を含む2つ
の平行線間の最小距離です。 

（B）下側セグメントの測定値は、単位長さ当たりの2つの平行線間の最小距離です。これ

は単位セグメント当たりの最悪の偏差です。 
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